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日時　
　　　　13時30分～16時
場所　

定員　

【 プログラム 】
13時30分～

13時45分～

14時～

14時30分～16時

　

浅あ
さ
み見  

絅け
い
さ
い斎

（
１
６
５
２
年
〜
１
７ 

１
２
年
）
は
、
江
戸
時
代
の
朱し
ゅ
し子
学
者

で
す
。
中
江
藤
樹
が
亡
く
な
っ
て
４
年

後
に
、
現
在
の
高
島
市
新
旭
町
太
田
で

生
ま
れ
ま
し
た
。

　

絅
斎
は
、
は
じ
め
京
都
で
医
者
を
目

指
し
、
26
、
27
歳
頃
に
山
崎
闇あ
ん

斎さ
い

の
敬け
い

義ぎ

塾
に
入
門
し
ま
す
。
こ
の
塾
に
は
何

千
人
も
の
門
弟
が
い
た
と
さ
れ
、
そ
の

中
で
絅
斎
は
、
佐
藤
直な
お

方か
た

、
三
宅
尚
し
ょ
う
さ
い斎

と
共
に
崎き

門も
ん

三さ
ん

傑け
つ

と
称
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
絅
斎
自
身
も
錦き
ん

陌ぱ
く

講
堂
と

呼
ば
れ
る
塾
を
開
き
、
門
弟
を
教
育
し

ま
し
た
。

　

絅
斎
と
い
う
名
は
、
塾
が
あ
っ
た
京

都
錦
小
路
の
「
錦
」
と
、「
錦に
し
き

を
衣
て

絅う
す
ぎ
ぬ

 

を
尚く
わ

う
」
＝
（
錦
の
上
に
う
す
ぎ

ぬ
を
着
て
、そ
の
輝
き
を
や
わ
ら
げ
る
）

と
い
う
中
国
の
教
え
に
ち
な
ん
だ
も
の

で
す
。

没三百年　記念講演会
『浅見  絅斎』

　

絅
斎
は
、
４
年
の
年
月
を
か
け
『
靖せ
い

献け
ん

遺い

言げ
ん

』
を
執
筆
し
ま
す
。
こ
の
本

は
、
中
国
の
８
人
の
忠
臣
義
士
の
言
行

や
参
考
と
す
べ
き
こ
と
を
ま
と
め
た
も

の
で
、
の
ち
に
幕
末
の
志
士
た
ち
に
大

き
な
影
響
を
与
え
、
明
治
維
新
を
導
く

大
き
な
力
と
な
り
ま
し
た
。

　

志
士
た
ち
は
、
こ
の
本
を
詩
吟
の
題

材
に
し
て
吟
じ
、
行
動
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
し
ま
し
た
。

　

吉
田
松し
ょ
う

陰い
ん

は
、
獄
中
で
こ
の
本
を

熟
読
し
感
激
し
た
と
さ
れ
、
橋
本
左
内

は
、
常
に
、
こ
の
本
を
ふ
と
こ
ろ
に
入

れ
て
い
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
幕

末
期
の
儒
学
者　

梅
田
雲う
ん

浜ぴ
ん

は
、
松
陰

に
『
靖
献
遺
言
』
で
固
め
た
男
と
評
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
高
杉
晋
作
や
西

郷
隆
盛
は
、
こ
の
８
人
に
自
分
を
擬
し

た
詩
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。

　

絅
斎
が
51
歳
の
時
に
「
赤
穂
浪
士
の

討
ち
入
り
」
が
起
こ
り
ま
す
。

　

当
時
、
こ
の
仇
討
ち
の
是
非
に
つ
い

て
、
学
者
の
間
で
さ
ま
ざ
ま
な
議
論
が

な
さ
れ
ま
し
た
。絅
斎
は
こ
の
論
争
で
、

と
て
も
人
間
味
あ
ふ
れ
た
解
釈
を
し
て

い
ま
す
。

　

今
年
は
、
浅
見
絅
斎
が
亡
く
な
っ
て

３
０
０
年
の
年
に
あ
た
り
ま
す
。
絅
斎

書
院
保
存
会
で
は
こ
の
年
を
記
念
し
、

よ
り
多
く
の
皆
さ
ん
に
、
郷
土
が
輩
出

し
た
偉
人
で
あ
る
絅
斎
の
人
間
像
や
そ

の
功
績
を
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目

的
に
、
次
の
と
お
り
講
演
会
を
開
催
し

ま
す
。
多
く
の
方
々
の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

　

h
社
会
教
育
課

　
　

f（
３
２
）４
４
５
７

▲絅斎書院（新旭町太田に大正13年に建設される） ▲浅見絅斎の墓（京都鳥辺山）

11月27日日

新旭公民館 大ホール

２５０人

記念講演　
「浅見絅斎の印象
　～「赤穂義士」論をめぐって～」
　同志社大学文学部文化史学科
　　　　　　露口　卓也　教授

報告「絅斎書院保存会の歩み」

報告「浅見絅斎の生い立ち」 新
旭
町
出
身
、

　

江
戸
時
代
の
朱
子
学
者

著
書
が
、
明
治
維
新
を
切
り

開
く
原
動
力
に

○
朱
子
学
…

　

儒
学
の
一
派
。
中
国
の
宋
時
代

　

に
朱
子
が
大
成
し
た
学
問
。

主催　絅斎書院保存会　

開会

浅
見 

絅
斎

特   
集

〜
幕
末
の
志
士
に
影
響
を
与
え
た
朱
子
学
者
〜

　

今
年
は
、
新
旭
町
出
身
の
朱
子
学
者　

浅
見
絅
斎
が
亡
く
な
っ
て

３
０
０
年
の
年
に
あ
た
り
ま
す
。

　

幕
末
の
志
士
た
ち
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
浅
見
絅
斎
と
は
い
っ
た
い

ど
の
よ
う
な
人
物
だ
っ
た
の
か
、
歴
史
を
ひ
も
と
い
て
み
ま
し
ょ
う
。



紙ごみ減量標語応募作品 「紙ごみを　燃やしたら進む　温暖化」　中川　裕貴（安曇川） 紙ごみ減量標語応募作品 「紙ゴミを　なくしていこうと　呼びかけよう」　谷木　亮太（今　津）

　期間　10月29日（土）
　　　　～11月３日（木）
　場所　マキノ土に学ぶ里
　　　　研修センター
　内容
俳句、短歌、書道、陶芸、
絵画、工芸、写真、絵手紙、
ネイチャーイラスト、菊、
盆栽、びんてまり、墨絵等

　期日　11月３日（木）
　場所　マキノ土に学ぶ里
　　　　研修センター
　内容
三味線、コーラス、民謡、
少年少女合唱団、琴、大
正琴、社交ダンス、詩吟、
よし笛、本調子盆踊り等

hマキノ公民館
　　f（27）1131

　期間　11月３日（木）
　　　　　　～６日（日）
　場所　今津東コミュニ
　　　　ティセンター
　内容
墨絵、俳句、詩、押し花、
書、絵画、写真、工芸等
　

　期日　11月６日（日）
　場所　高島市民会館
　内容
舞踊、コーラス、民謡、
社交ダンス、カラオケ、
フォークダンス、大正
琴、太鼓、詩吟等

（その他）お茶席

h今津公民館
　　f（22）2249

　期間　10月30日（日）
　　　　～11月３日（木）
　場所　朽木公民館
　内容
フラワーアレンジメン
ト、書道、版画、水彩画、
木彫、木工、草木染め、
絵手紙、写真等

　期日　11月３日（木）
　場所　朽木公民館
　内容
カラオケ、コーラス、和
太鼓、舞踊、大正琴、フ
ラダンス等

h朽木公民館
　　f（38）2324

　期間　10月29日（土）
　　　　～11月３日（木）
　※11月1日（火）を除く
　場所　安曇川公民館
　内容
短歌、俳句、冠句、書道、ひ
ょうたん、革手芸、押し花、
ちぎり絵、絵画、絵手紙、写真、
フラワーアレンジメント等

　期日　11月３日（木）
　場所　安曇川公民館
　内容
舞踊、仕舞、カラオケ、
コーラス、詩吟、民謡、
大正琴、和太鼓等

h安曇川公民館
　　f（32）0003

　期間　11月3日（木）
　　　　～6日（日）
　場所　アイリッシュパーク
　内容
俳句、短歌、生花、書道、
木刻、陶芸、絵画等

h高島公民館
　　f（36）0219

　期間　11月３日（木）
　　　　～６日（日）正午
　場所　湖西中学校体育館
　内容
書道、絵画、押し花、囲
碁、将棋、茶道等

h新旭公民館
　　f（25）8100

　期日　11月６日（日）
　場所　アイリッシュパーク
　内容
舞踊、三味線、童謡、コ
ーラス、吹奏楽、少年少
女合唱団、フルート、手
話、民謡、大正琴、詩吟
等

（その他）お茶席

　期日　11月３日（木）
　　　　　・６日（日）
　場所　新旭公民館
　内容
舞踊、ダンス、カラオケ、
大正琴等

文化の秋、芸術の秋
心地よい秋のひととき。
みんなで文化祭を楽
しもう♪

市内各地で
　文化祭開催！

発 表 の部

展 示 の部

発 表 の部

展 示 の部

発 表 の部

展 示 の部

発 表 の部

展 示 の部

発 表 の部

展 示 の部

発 表 の部

展 示 の部

安
曇
川
文
化
祭

ガ
リ
バ
ー
文
化
祭

高
島
市
新
旭
文
化
祭

マ
キ
ノ
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

今
津
町
文
化
祭

朽
木
文
化
祭

平成23年度第41回平成23年度第７回第38回 ２０１１
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（主催）高島市新旭町文化
祭実行委員会

（主催）ガリバー文化祭実
行委員会

（主催）安曇川文化祭実行
委員会

（主催）朽木文化祭実行委
員会

（主催）今津地域文化祭実
行委員会

（主催）マキノ生涯学習フェス
ティバル実行委員会



紙ごみ減量標語応募作品 「考えよう！　未来のため　現
い ま

在のため　ごみの処理法を！」　中出ひかり（新　旭） 紙ごみ減量標語応募作品 「おかあさん　かみをすてずに　リサイクルしてね」　中川きよ花（マキノ）

　高島地域の農林水産業をはじめ商工観光・環境等のあらゆる産業が一堂に会し、相互に連携・
協力して、高島の魅力を発信、再発見するイベントです。地域でがんばる企業や地場産業の紹介、
展示・実演のほか、そばをはじめとした地域産品の即売など、盛りだくさんの内容で、「食と健
康づくりのつどい」も同時開催します。
　お友達お誘い合わせのうえ、ぜひお越しください。たくさんの方のご来場をお待ちしています。

①マイ箸づくりに挑戦しよう！
　９時30分～11時30分、
　13時～15時（各定員15組）
　※年少児以上の親子対象
　▼申込方法　電話（事前申込制）
②野菜を食べて元気モリモリ！
　高島でとれた野菜を使った料理
③体験コーナー
　バター作り、ふりかけ作り、切干大根作り、
　かまどご飯、野菜と遊ぼう、日本型食生活など
④展示・啓発コーナー
市内の保育園・幼稚園・小・中学校の食育の取
り組みの展示、早寝・早起き・朝ごはんの啓発、
子ども虐待防止啓発、高島市ごみ減量大作戦

⑤健康づくりコーナー
　血流観察、血管年齢測定、体力測定、お口の健
　康、禁煙対策、がん検診の受付、まちの保健室
　など
⑥いきいきポールウオーキング！
　10時～11時 、
　13時～14時
　（各定員25人）
　▼申込方法
　　電話・ファックス
　（事前申込制）
　　　　
　h・i健康推進課　f（25）8078

同時開催

食と健康づくりのつどい
場所：体験交流センターゆめの   すぱーく今津

場所  今津総合運動公園
　　  サンルーフ今津 ほか

日時 11月23日水
　　　10時～15時

2011
産業フェア＆そばフェスタ

場所：体験交流センターゆめの   すぱーく今津

〈体　験〉
　そば打ち、もちつき、竹紙すき、糸紡ぎ、
　しめ縄づくり、くるりんカー、バリスタ体験
　など

〈販　売〉
そば、そばクレープ、地元特産品、漁師の賄い
料理、木の器、交流市町の特産品、フリーマー
ケット、チャレンジコーナー　など

〈展　示〉
　企業展、リサイクルパネル展、
　近江今津そばフォトコンテスト、
　こどもアグリ図画展示、農業農
　村のめぐみＰＲ展示、観光ＰＲ、
　高島市農産ブランド　など

〈お楽しみイベント〉
そばの早食い、ご当地鍋、旬の富有柿ガリもぎ体
験ツアー、高島ぐるっとスタンプラリー、おいし
いお米コンテスト、会場内クイズラリー　など

〈防災コーナー〉
　被災地活動パネル展示、防災グッズ展示
　など

h 高島市産業連携推進協議会事務局
　（高島市商工会内）
　f（32）1580

〈展　示〉〈展　示〉

〈お楽しみイベント〉〈お楽しみイベント〉

ゆるキャラもたくさん来るよ。
みんな来てね。
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区　　分 補　正　額
地方交付税 ３億３,９３１万円
使用料・手数料 １５７万円
国庫支出金 ７５１万円
県支出金 １億７,５８０万円
繰入金 ３２５万円
繰越金 ２億３,１０６万円
諸収入 ２,３４８万円
市債 ２億２，９９８万円

計 １０億１,２００万円

■　一般会計歳入予算の内訳

■　歳入歳出補正予算

■　主な事業

９
月
補
正
予
算
の
概
要

　

平
成
23
年
度
９
月
補
正
予
算
が
９
月
議
会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
補
正
予
算
は
、
安
曇
川
地
域
の
私
立
保
育
園
・
幼
稚
園
の
改
築
に

関
す
る
施
設
整
備
補
助
や
大
雨
・
台
風
に
よ
り

被
災
し
た
道
路
等
の
復
旧
事
業
を
中
心
に
計
上

し
ま
し
た
。

　

概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　

h
財
政
課　

f（
２
５
）８
１
１
１

区　　分 補正前の額 補 　正　 額 補正後の額

一般会計 ２７１億３,３００万円 １０億１,２００万円 ２８１億４,５００万円

特別会計 １３２億７,８８７万円 ２，９７３万円 １３３億 ８６０万円

事業会計 １０９億３,５５７万円 ４７１万円 １０９億４,０２８万円

予算総計 ５１３億４,７４４万円 １０億４,６４４万円 ５２３億９,３８８万円

※１万円以下は切り捨てしているため合計が一致しません。

メール配信サービス

リアルタイム高島

　下のアドレスに空メールを送信してください。その後送られてくる
メールの指示で登録手続きを行ってください。登 録 方 法

　詳しくは、高島市ホー
ムページをご覧いただく
か企画広報課までお問合
せください。

f（２５）８１１４

文化ホール  情 報  
real.hall@mpme.jp

健康管理  情 報 火　災  情 報  
real.kasai@mpme.jp

防　災  情 報
real.bousai@mpme.jp

real.kenko@mpme.jp
不審者  情 報
real.husinsya@mpme.jp

畑の棚田  情 報
real.tanada@mpme.jp

乳幼児健診  情 報
real.nyuyouji@mpme.jp

献　血  情 報
real.kenketu@mpme.jp

熊目撃  情 報
real.kuma@mpme.jp

欲しい情報がメールで届く！

　 私立保育園・幼稚園施設整備事業
　 補助 　 駅前一時利用駐車場整備事業駅前一時利用駐車場整備事業

８億３，８０５万円 ２，５７５万円
　安曇川地域の保育園・幼稚園の改築に対し
て施設整備補助を行います。

　今津駅前第２駐車場と安曇川駅前第１駐車　今津駅前第２駐車場と安曇川駅前第１駐車
場を一時利用駐車場として整備します。場を一時利用駐車場として整備します。

　 農林業施設災害復旧事業（林道）　　　　２，０１０万円２，０１０万円
　 公共土木施設復旧事業（道路・河川）　　１，５０４万円１，５０４万円
　 観光施設維持管理事業　　　　　　　　 １，１８０万円１，１８０万円

                                                                                                                                                                
　５月10日から12日にかけての大雨と、台風２号による大雨によって被災した、今津・朽木・　５月10日から12日にかけての大雨と、台風２号による大雨によって被災した、今津・朽木・
高島の道路、河川や観光施設の復旧を行います。
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財
政
事
情
が
非
常
に
厳
し
い
な
か
、

市
税
や
各
種
徴
収
金
の
収
入
確
保
に
向

け
た
よ
り
一
層
の
努
力
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

市
で
は
、
未
収
金
の
徴
収
を
強
化
す

る
た
め
「
高
島
市
市
税
等
収
納
対
策
推

進
本
部
」
を
設
け
、
全
庁
を
あ
げ
て
滞

納
整
理
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

平
成
22
年
度
決
算
で
は
、
市
税
（
国

民
健
康
保
険
税
を
含
む
）
の
滞
納
繰

越
分
の
収
入
済
額
は
、
約
１
億
２
，

５
６
１
万
円
、
主
な
各
種
徴
収
金
の

滞
納
繰
越
分
の
収
入
済
額
は
、
約
４
，

０
８
７
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

市
税
や
徴
収
金
は
高
島
市
の
ま
ち
づ

く
り
の
た
め
の
大
切
な
財
源
で
す
。
市

民
負
担
の
公
平
性
を
維
持
す
る
た
め
に

も
、
こ
れ
ら
の
収
入
確
保
に
厳
正
な
姿

勢
で
臨
ん
で
い
き
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
、
納
期
内
で
の

納
付
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

市
税
等
の
収
入
確
保
に

　
　
　

を
あ
げ
て
い
ま
す
！

○電話催告、訪問徴収の強化
○預貯金や給料の差押
　　　　　  ･･････ ２５３件
○インターネット公売
　　　　　  ････････ １４点
○不動産公売   ･･････ １件
○捜　　索　････････ 　８件
○給水停止　････････ ３件
○裁判所への申し立て
　による回収
　　　･･･支払督促（１５件）
　　　･･･少額訴訟（　５件）
　　　･･･訴えの提起（１０件）

項　目 区　分 調定額（※１）
（万円）

収入済額
（万円）

徴収率
（％）

21年度
徴収率
（％）

市　税
現年度分 70億9,242 69億1,455 97.5 97.4
滞納繰越分 6億9,231 1億2,562 18.1 17.4
計 77億8,473 70億4,017 90.4 90.3

水道　
使用料

現年度分 6億3,247 6億2,111 98.2 98.2
滞納繰越分 5,347 922 17.2 21.3
計 6億8,594 6億3,033 91.9 92.0

下水道
使用料等
（※２）

現年度分 9億3,232 9億1,885 98.6 98.5
滞納繰越分 7,400 1,062 14.4 16.3
計 10億632 9億2,947 92.4 92.7

保育園
保育料

現年度分 2億1,417 2億1,347 99.7 98.9
滞納繰越分 735 278 37.8 31.7
計 2億2,152 2億1,625 97.6 96.5

介護　
保険料

現年度分 6億2,215 6億1,884 99.5 99.4
滞納繰越分 1,343 243 18.1 20.3
計 6億3,558 6億2,127 97.7 97.8

後期高齢
者医療　
保険料　

現年度分 2億9,820 2億9,702 99.6 99.8
滞納繰越分 115 48 41.7 64.9
計 2億9,935 2億9,750 99.4 99.6

住宅　　
使用料等
（※３）

現年度分 1億5,640 1億4,937 95.5 95.8
滞納繰越分 2,228 386 17.3 21.0
計 1億7,868 1億5,323 85.8 87.3

学校　
給食費

現年度分 1億8,918 1億8,830 99.5 99.3
滞納繰越分 1,845 158 8.6 7.7
計 2億763 1億8,988 91.5 91.4

幼稚園
保育料

現年度分 1,635 1,634 99.9 99.7
滞納繰越分 24 5 20.8 1.4
計 1,659 1,639 98.8 98.8

病院　
診療費

現年度分 36億6,164 36億 5,360 99.8 99.8
滞納繰越分 7,786 985 12.7 6.3
計 37億 3,950 36億 6,345 98.0 97.9

※１　調定額とは、当該年度に収入するものとして決定された額です。
※２　下水道使用料等には、下水道事業受益者分担金・負担金、農業・林業
　　　集落排水使用料を含みます。
※３　住宅使用料等には、住宅駐車場使用料を含みます。

●平成22年度 市税および主な徴収金の徴収実績

●平成22年度滞納整理の取組結果

全
力

　

h
収
納
対
策
推
進
本
部
（
納
税
課
）

　
　

f（
２
５
）８
５
２
２

　

皆
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ
い
て
い

る
市
税
や
県
税
は
、
福
祉
・
教
育
な
ど

身
近
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
使
わ
れ
る
大

切
な
財
源
で
す
。

市
税
や
県
税
の
納
め
忘
れ

は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

コンビニでも納付できます！
　市税や上下水道使用料などが、コンビニ
で曜日に関係なく、24時間いつでも納付
できます。
　コンビニで納付できるものは、バーコー
ドが印刷された納付書で、裏面に記載され
たコンビニで利用できます。また、今ま
でと同じように金融機関や高島市役所会計
課、各支所の窓口でも納付していただけま
す。

●コンビニで納付できるもの

24
時
間
い
つ
で
も

納
付
で
き
て

　

便
利
だ
ね

　h納税課　f（25）8522

○市　税

○水道使用料
○下水道使用料

○保育園保育料
○後期高齢者医療保険料

（公共下水道・農林業集落排水）

市県民税、固定資産税、
国民健康保険税、 軽自動車税

※納期限が過ぎた納付書やバーコードの印刷
がない納付書は、コンビニでは取り扱いでき
ません。

　

h

　
【
市
税
】
市
役
所
納
税
課　

　
　
　
　
　

f（
２
５
）８
５
２
２

　
【
県
税
】
西
部
県
税
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　

高
島
納
税
課

　
　
　
　
　

f（
２
２
）６
０
１
７

　

市
と
県
で
は
、
税
の
公
平
な
負
担
の

観
点
か
ら
12
月
を
県
内
共
通
の
「
滞
納

整
理
強
化
月
間
」
と
し
て
、
滞
納
者
に

対
し
、
一
斉
に
重
点
的
な
滞
納
整
理
を

行
い
ま
す
。

　

滞
納
者
の
財
産
（
預
金
や
給
与
な

ど
）
を
差
押
え
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
、
も
う
一
度
、
納
め
忘
れ
が
な
い

か
お
確
か
め
く
だ
さ
い
。

12月は、
一斉に徴収強化に取り組み

ます!

・集中的な電話催告および訪問徴収の実施
・不動産、預貯金、給与等の差押
・捜索の実施

・差押財産の公売（インターネット公売）

捜索とは、滞納者の自宅や事務所等におい
て財産等を探し出し、差押えすることです。

　

県
内
の
全
市
町
と
県
で
は
、
公
平

な
税
負
担
と
税
収
の
確
保
を
図
る
た

め
、
平
成
20
年
度
か
ら
「
滋
賀
地
方

税
滞
納
整
理
機
構
」
を
設
置
し
、
連

携
・
協
働
し
て
市
税
と
県
税
の
滞
納

整
理
を
推
進
し
て
い
ま
す
！



紙ごみ減量標語応募作品 「かみゴミリサイクルにして　またあたらしいかみ」　にし山しれん（マキノ） 紙ごみ減量標語応募作品 「未」　未（未）

　
《
改
正
内
容
》

　

こ
れ
ま
で
、
非
木
造
家
屋
の
「
冷
蔵

倉
庫
」
は
、「
一
般
用
の
倉
庫
」
と
同

じ
経
年
減
点
補
正
率
（
建
物
の
建
築
後

の
経
過
年
数
に
よ
っ
て
生
じ
る
減
価
を

基
礎
と
し
て
定
め
た
補
正
率
）
で
評
価

し
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
24
年
度
分
の

固
定
資
産
税
か
ら
は「
一
般
用
の
倉
庫
」

よ
り
も
早
く
評
価
額
が
減
少
す
る
経
年

減
点
補
正
率
で
評
価
し
ま
す
。

　
《
対
象
と
な
る
冷
蔵
倉
庫
の
要
件
》

　

次
の
要
件
す
べ
て
に
該
当
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

・
非
木
造
（
木
造
以
外
）
家
屋
で
あ
る

こ
と

・
倉
庫
そ
の
も
の
が
冷
蔵
機
能
を
備
え

て
お
り
、
倉
庫
内
の
保
管
温
度
が

10
℃
以
下
に
保
た
れ
て
い
る
こ
と

（
倉
庫
内
に
プ
レ
ハ
ブ
方
式
の
冷
蔵

庫
な
ど
を
設
置
し
て
い
る
も
の
は
対

象
に
な
り
ま
せ
ん
）

・
建
物
の
床
面
積
の
50
％
以
上
が
冷
蔵

倉
庫
で
あ
る
こ
と

　
　

　
《
現
地
調
査
の
お
願
い
》

　

対
象
と
な
る
倉
庫
は
、
現
地
調
査
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

　

該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
倉
庫
を
所
有

さ
れ
て
い
る
方
は
、
11
月
30
日
（
水
）

ま
で
に
税
務
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

h
税
務
課

　
　

f（
２
５
）８
１
１
６

　11月19日（土）、長浜市から大津市
までのコース（83. ６km）で、「琵琶湖
大学駅伝　第73回関西学生対校駅伝競
走大会」（高島市共催）が開催されます。
　大会当日は、滋賀県警による交通規制
が実施されます。ご理解とご協力をお願
いします。

　h市民スポーツ課　f（32）4459

びわ湖大学駅伝
交通規制のお知らせ

冷
蔵
倉
庫
の
評
価
額
の
計
算
方
法
が
変
わ
り
ま
す
！

平
成
24
年
度
分
か
ら

固
定
資
産
税
（
家
屋
）

冷蔵倉庫の主体構造部 改正前 改正後
鉄骨鉄筋コンクリート造・鉄
筋コンクリート造 45年 26年

煉瓦造・石造・コンクリート
ブロック造 40年 24年

鉄骨造（骨格材の肉厚が４㎜を越
　　　　　えるもの） 35年 22年

鉄骨造（骨格材の肉厚が３㎜を越
　　　　　え、４㎜以下のもの） 26年 16年

鉄骨造（骨格材の肉厚が３㎜以下
　　　　　のもの） 18年 13年

最
終
の
経
年
減
点
補
正
率
が
適
用
さ　

れ
る
ま
で
の
経
過
年
数

▼

※最終の経年減点補正率は０．２です

（
注
）
要
件
を
す
べ
て
満
た
し
て
い
る
場

合
で
も
、
平
成
24
年
度
の
経
年
減
点
補
正

率
が
０
．２
に
到
達
す
る
も
の
に
つ
い
て

は
、
今
回
の
改
正
に
よ
る
評
価
額
の
変
更

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　暴力は、性別、加害者や被害
者の間柄を問わず、決して許さ
れるものではありません。夫・
パートナーからの暴力はもとよ
り、性犯罪、売買春、人身取引、
セクシュアル・ハラスメント、
ストーカー行為等の女性に対す
る暴力は、犯罪であるとともに
重大な人権侵害でもあります。

　平成22年度に実施した「高島市男女共同参画市民
意識調査」によると、配偶者や親しい異性（恋人等）
から一度でも「何らかの暴力被害を受けたことがある」
と回答した人は、女性27.3％（男性15.1％）にのぼっ
ています。
　市や県では、女性に対する暴力をなくすための取
り組みの一つとして、相談窓口を開いています。一人
で悩まずに気軽に相談してください。また、暴力を受
けている人がいたら、相談窓口を教えてあげてくださ
い。
　「女性に対する暴力をなくす運動」について、市民
の皆さんのご理解とご協力をお願いします。

　h市民活動支援課　f（25）8526

女性に対する暴力
をなくす運動
11月12日（土）～25日（金）

▲女性に対する暴
　力根絶のための
　シンボルマーク

▼相談日・場所
　≪働く女性の家≫　11月２日（水）、12日（土）、
　　　　　　　　　　16日（水）
　≪新旭公民館≫　11月30日（水）
▼時　　間　13時30分～16時30分
　　　　　　※相談時間は50分
▼対 象 者　市内に在住または在勤・在学の女性
▼申込方法　専用電話に電話してください。
　（予約制）専用電話（22）4052
　受付時間：９時～17時（火～土曜日）
費用は無料で、秘密は固く守られますので、安心
してご相談ください。　

女性の悩み相談室

専門の女性カウンセラーが、あなたに
あった解決策を一緒に考えます！

温
か
い
ご
支
援
・
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

h
高
島
市
東
日
本
大
震
災
災
害
支
援
本
部　

f（
２
５
）８
１
１
４

東
日
本
大
震
災
義
援
金
等
の
お
礼
と
報
告

５
、１
３
７
万
６
７
３
円

※
現
在
、
支
援
物
資
の
受
付
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
ま
で
皆
さ
ま
か
ら
い
た
だ
い
た
東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
に
関
す
る
義
援
金

や
支
援
物
資
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

た
く
さ
ん
の
温
か
い
ご
支
援
・
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
義
援
金
は
、
継
続
し
て
募
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご
支
援
・
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
３
月
15
日
（
火
）
〜
９
月
30
日
（
金
）】

○
義
援
金

【
３
月
25
日
（
金
）
〜
31
日
（
木
）】

○
支
援
物
資

品　　　目 数　　量

紙 お む つ
子供用 98袋

（12,064枚）
大人用 294袋

（6,840枚）
尿 パ ッ ト 126袋

（5,099枚）
生 理 用 品 540袋

（13,046枚）

粉 ミ ル ク
8503 48個
スティック
等 39個

飲 料 水
5003 168本
12 12本
22 194本

カ ッ プ 麺 1,290個
缶 詰 324個
タ オ ル 6,850枚

お 尻 拭 き 100個
（8,094枚）

毛 布 10枚
タ オ ル ケ ッ ト 5枚
バ ス マ ッ ト 12枚
ハ ン カ チ 387枚
ラ ー メ ン（ 袋 入 ） 90個
玉 子 ス ー プ 60個
焼 き そ ば（ 袋 入 ） 30個
か ん ぱ ん 312袋

スポーツ飲料
5003 24本
1.52 8本
22 12本

お 茶
5003 48本
22 36本

2003 30本
缶 コ ー ヒ ー 2003 90本
オレンジジュース 5003 24本

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
義
援
金
は
随
時
、
日
本
赤
十
字
社
へ
送
金
し
て
い
ま
す
。

　

支
援
物
資
は
、
４
月
７
日
（
木
）
と
５
月
１
日
（
日
）
に
岩
手
県
宮
古
市
な
ら
び
に
岩
手
県

庁
へ
直
接
お
届
け
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
８
月
26
日
（
金
）
に
、
滋
賀
県
を
通
じ
て
福
島
県
南
相
馬
市
へ
お
送
り
し
ま
し
た
。

紙ごみ減量標語応募作品 「かみごみを　すてずにちゃんと　もっていく」　にしおか田あゆむ（マキノ） 広
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お知らせ

紙ごみ減量標語応募作品 「むだなゴミ　リサイクル箱に　入れよう」　濱田　愛理（今　津） 紙ごみ減量標語応募作品 「かみごみを　リサイクルして　またつかおう」　八田みゆう（マキノ）

藤樹先生直筆の書

儒式祭典

　日頃の生活で、無意識にしてしまう悪い
姿勢や運動不足によって、私たちの体はゆが
んでしまったりゆがみが悪化したりしてい
ます。体にゆがみがあると、疲れやすかった
り、凝りが起こりやすかったり、ケガをしや
すかったりするといわれています。また、体
調不良を訴える人も多いようです。体のゆが
みは、特に、あご、首、肩甲骨、骨
盤、脊柱、股関節、足首などで出や
すいといわれています。実際に自
分の体を鏡に映して、体のゆがみ
をチェックしてみましょう。
　健康な生活を送るためには、
体の軸を整え、ゆがみを正す
ことが大切です。そこで、こ
のコーナーでは、体のゆがみ
を正す簡単な運動を紹介しま
す。
　h市民スポーツ課
　　　f（３２）４４５９

（お知らせ）
平成23年８月24日に施行されたスポーツ基本法に基づいて、体育指導委員からスポーツ推進委員に名称が変更されまし
た。今後、スポーツ推進委員会では、市民の皆さんを対象にした体力テストの実施を考えていますので、ぜひご参加ください。

からだの軸を整え、
～肩関節と股関節のゆがみ解消運動～

Part 1

ゆがみを正しましょう！
1両手両膝を床につけて四つん

這いになります。

2その状態から、片足を床に平
行になるように膝を曲げない

で、まっすぐ後ろに伸ばします（５
秒間）。逆の足も同様に

3両膝を床についたまま、片腕
を床と平行になるように肘を

まげないでまっすぐ前に伸ばします
（５秒間）。逆の腕も同様に

4対角線上にある片足と片腕を
床と平行になるように同時に

前後に伸ばします（５秒間）。逆の
対角線上にある足と腕も同様に

5同じ側にある片足と片腕を床
と平行になるように同時に前

後に伸ばします（５秒間）。逆側に
ある足と腕も同様に

1 ～5を５セット程度行います。

1

2

3

4

5

　ツクツクボウシの鳴き声が
響き、爽やかな秋風の漂う9月
25日、国の史跡に指定されて
いる「藤樹書院」におきまし
て、中江藤樹先生の遺徳を偲

しの

ん
で「儒式祭典」が執り行われ、
出席いたしました。
　藤樹先生の教えは、没後
３６３年を過ぎた今でも、脈々 と受け継がれ、「五事を正す」

（貌
ぼう

・言
げん

・視
し

・聴
ちょう

・思
し

）は、現
代の私たちの生活の手本となっ
ています。私も日々の暮らしの
中で心がけてまいりたいと思っ
ています。
　高島市内には、江戸時代の代
官で琵琶湖の高波から集落を守

るために石積みを築いたことで
も知られる西与

よ い ち ざ え も ん

市左衛門、各種
法令全書等の出版を手がけた屈
指の事業家の大谷仁

に へ い

兵衛、安土
桃山・江戸前期の武将の朽木元
綱、江戸時代に蝦夷地を探検し
た近藤重蔵、朱子学者で明治維
新の志士たちに大きな影響を与
えた浅見絅

けいさい

斎、琵琶湖治水に尽
力された藤本太郎兵衛など、た
くさんの先人がおられます。
　郷土の偉人は、私たち高島市
民の誇りであります。いつまで
も語り伝えていきたいと思って
います。
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駅
前
一
時
利
用
駐
車
場
整
備
工
事
の

た
め
、
Ｊ
Ｒ
近
江
今
津
駅
前
第
２
駐
車

場
と
Ｊ
Ｒ
安
曇
川
駅
前
第
１
駐
車
場
を

閉
鎖
し
ま
す
。
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま

す
が
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

▼
閉
鎖
期
間
（
予
定
）

　
　

平
成
23
年
11
月
１
日
（
火
）
〜

　
　
　
　
　
　
　

平
成
24
年
１
月
上
旬

　

h
交
通
対
策
課

　
　

f（
２
２
）０
０
５
８

　

市
で
は
、
経
済
的
理
由
に
よ
り
高
等

学
校
・
大
学
等
で
学
ぶ
こ
と
が
困
難
な

方
に
対
し
て
、
育
英
資
金
貸
付
基
金
を

創
設
し
奨
学
金
の
貸
与
を
行
っ
て
い
ま

す
。

▼
申
請
対
象　

高
島
市
に
居
住
し
て
い

　
　
　
　
　
　

る
方
ま
た
は
高
島
市
出

　
　
　
　
　
　

身
者

▼
募
集
人
数　

若
干
名

▼
貸
付
額　
　

　

○
高
等
学
校
・
高
等
専
門
学
校

　
　

特
別
支
援
学
校
（
高
等
部
）

　
　

専
修
学
校
（
高
等
課
程
）

　
　
　
　

・
・
・
月
額
２
万
円
を
限
度

　

○
大
学
（
短
期
大
学
を
含
む
）

　
　

専
修
学
校
（
専
門
課
程
）

　
　
　
　

・
・
・
月
額
４
万
円
を
限
度

▼
償
還
期
間　

貸
与
期
間
終
了
後
６
か

　
　
　
　
　
　

月
の
据
置
期
間
を
含
め

　
　
　
　
　
　

15
年
以
内

▼
受
付
期
間　

11
月
１
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

〜
15
日
（
火
）

　
　
（
在
籍
す
る
学
校
を
経
由
し
て
提

　
　
　

出
し
て
く
だ
さ
い
）

　

※
高
島
市
育
英
資
金
貸
付
制
度
の
貸

　
　

与
申
請
の
受
付
は
、
平
成
24
年
１

　
　

月
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

※
詳
し
く
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

h
学
校
教
育
課

　
　

f（
３
２
）４
４
７
３

　

ｅ
ー

Ｔ
ａ
ｘ
と
は
、
確
定
申
告
な
ど

国
税
に
関
す
る
各
種
の
手
続
き
を
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
行
え
る
シ

ス
テ
ム
の
こ
と
で
す
。

　

操
作
研
修
会
で
は
、
ｅ
ー

Ｔ
ａ
ｘ
の

導
入
に
関
す
る
事
前
準
備
や
、
ｅ
ー

Ｔ

ａ
ｘ
ソ
フ
ト
体
験
版
を
利
用
し
て
操
作

方
法
を
指
導
し
ま
す
。

▼
日　

時　

11
月
17
日
（
木
）

　

①
確
定
申
告
者
向
け

　
　
（
個
人
事
業
者
や
年
金
受
給
者
等
）

　
　
　
　

10
時
〜
12
時
（
定
員
14
人
）

　

②
経
理
事
務
者
向
け

　
　
（
源
泉
徴
収
担
当
者
等
）

　
　
　
　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

　
　
　
　
（
定
員
14
人
）

▼
場　

所　

市
役
所
別
館
３
階
会
議
室

※
事
前
に
受
講
申
込
書
の
提
出
が
必
要

　

で
す
。

　

h
今
津
納
税
協
会

　
　

f（
２
２
）３
７
３
３

　　

滋
賀
県
最
低
賃
金
は
、
常
用
・
パ
ー

ト
な
ど
雇
用
形
態
を
問
わ
ず
、
県
内
す

べ
て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、
賃
金
の
最
低
額
を
保
障
す
る
と
と

も
に
、
労
働
条
件
の
改
善
に
重
要
な
役

割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

滋
賀
県
最
低
賃
金
は
、
10
月
20
日
に

改
正
さ
れ
、
滋
賀
県
で
働
く
労
働
者
に

支
払
う
賃
金
は
、
１
時
間
７
０
９
円
以

上
と
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

※
特
定
の
産
業
に
は
特
定
（
産
業
別
）

　

最
低
賃
金
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

h
滋
賀
労
働
局　

賃
金
室

　
　

f
０
７
７（
５
２
２
）６
６
５
４

郷土の偉人は、
高島市民の誇りです！

《お詫びと訂正》
　広報たかしま10月号に以下の誤り
がありました。訂正のうえ心からお詫
びいたします。
▼Ｐ７「県内の市のラスパイレス指数」
　　　グラフの日付
　　（正）平成22年４月１日現在
　　（誤）平成23年４月１日現在

▼Ｐ14「夏季総体で市内中学生大活
　　　　躍！」記事の選手のお名前
　　（正）堀之内瞬也
　　（誤）堀ノ内瞬也

▼ＪＲ近江今津駅前
　第２駐車場

▼ＪＲ安曇川駅前
　第１駐車場

高
島
市
駅
前
駐
車
場
を

　
　

一
時
閉
鎖
し
ま
す
！

最
低
賃
金
改
正
の
お
知
ら
せ

高
島
市
高
島
屋
奨
学
金
育

英
資
金
の
貸
与
申
請
受
付

を
始
め
ま
す

ｅ
ー

Ｔ
ａ
ｘ
操
作
研
修
会

を
行
い
ま
す

市長の手帳
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報15 2011・11・1 紙ごみ減量標語応募作品 「ほかさない　使った紙は　再利用」　藤野　壮（今　津） 紙ごみ減量標語応募作品 「リサイクル　みんなの地球を　守るため」　藤庭　由奈（新　旭）

※ジュニア読書サポーターとは・・・
　小学生以下の子どもに向けて、おはなし会など
で読書の楽しさを伝える中学生ボランティアのこ
と。

　 ９ 月10日（ 土 ）・
11日（日）に和歌山
県上富田スポーツセ
ンターで開催された
第17回近畿地区グラ
ウンド・ゴルフ交歓大
会　女子の部で、高島
市グラウンド・ゴルフ
協会の木村保子さん
が滋賀県代表として
出場され、栄えある優
勝を収められました。
（市民スポーツ課）

近畿大会で見事優勝!!

　８月20日（土）に開催された高島図書室
のおはなし会で、ジュニア読書サポーター養
成講座を受講した高島中学校の生徒３人が、
おはなしびっくり箱の皆さんと一緒に出演し
ました。それぞれ、講座で練習した絵本の読
みきかせを子どもたちの前で披露しました。
３人は、子どもたちと本を楽しむ魅力を実感
するとともに、「また参加したい」と意欲的
に話していました。

（図書館）

中学生が読み聞かせ披露

　９月30日（金）に市役所で全国健康福祉
祭（ねんりんピック）くまもと大会に出場さ
れる方の激励会を開催しました。同大会は
10月15日（土）から18日（火）まで熊本
県で開催され、高島市から卓球、ソフトボー
ル、太極拳の３種目に10人の方が滋賀県代
表として出場されました。　　（長寿介護課）

ねんりんピック出場選手を激励

　秋の全国交通安全運動に先駆けて、“セー
フティーたかしま”交通安全推進協議会の
主催による交通安全運動出発式を９月19日
（月）に安曇川ふれあいセンター駐車場で開
催しました。
　出発式では、ガールスカウト滋賀第18団
の代表３人が「安全運転を心がけてください」
と元気良く、交通安全を訴えました。その後、
参加者に見送られながら、白バイを先頭にパ
トカーや防犯パトロール車合計16台が、市
内のパトロールに出発しました。
　夕暮れや夜間は、歩行者や自転車利用者の
発見が遅くなりがちです。自動車を運転され
る方は、午後４時ごろから前照灯を点灯し、
スピードを落として、周囲に気を配った運転
に心がけましょう。

（交通対策課）

ガールスカウトが交通安全訴え
交通安全運動出発式

近畿地区グラウンド・ゴルフ交歓大会

全国健康福祉祭くまもと大会

高島図書室おはなし会　10月１日（土）から11日（火）まで山口
県内で開催された第66回国民体育大会 おい
でませ！  山口国体に次の方が出場され、日
頃の練習の成果を存分に発揮してこられまし
た。　　　　　　　　　　（市民スポーツ課）

山口国体で、練習の成果発揮！

○県大会３位！

　彦根球場を主会場に、全国各地の予選を勝ち抜いたクラ
ブチームの日本一を決める第１回全日本少年軟式野球クラ
ブチーム選抜大会が開催され、滋賀県代表として出場した
高島レイクスターズは、全国第３位の好成績を収められま
した。　　　　　　　　　　　　　　　（市民スポーツ課）

○全国３位の快挙！

　甲賀市民スタジアムで開催された第42回滋賀県学童野
球選手権大会決勝大会で、湖西地区代表の今津軟式野球ス
ポーツ少年団が、予選大会を含め１６０チームが激突する
厳しい大会で、見事第３位の成績を収められました。

（市民スポーツ課）

高島レイクスターズ

今津軟式野球スポーツ少年団

卓球県予選会で好成績！全国へ！
８月27日（土）・28日（日）彦根市民体育
センター等で開催された全日本卓球選手権大会 
滋賀県予選会で、今津暁卓球スポーツ少年団
が好成績を収められました。この結果により、
11月18日（金）から20日（日）まで石川県

金沢市で開催される「全日本卓球選手権大会」に滋賀県代表と
して大森　遥さんの出場が決定しました。　（市民スポーツ課）

○個人の部準優勝・ダブルスの部準優勝
　大森　遥　（今津中２年）
○個人の部３位・ダブルスの部準優勝
　釆野　美咲（今津中２年）
○個人の部４位・ダブルスの部４位　
　早川　実奈（今津中１年）
○ダブルスの部４位　　　　　　　　
　藤原　彩夏（今津中１年）

軟式野球が各大会で大活躍！

※敬称略

　　　　　　　　　　　　　　　　　※敬称略
《ウエイトリフティング》
　　　堀内　康晴（安曇川高校教諭）
８位　高橋　一平（日本大学（安曇川中出身））
５位　真鍋　武偉（安曇川高校３年）
５位　澤井　翼　（安曇川高校３年）
８位　中村　友昭（安曇川高校３年）
《銃剣道》
　　　足立　健児（陸上自衛隊）
　　　小林　久眞（日本興亜損害保険（株））
　　　平田　悠朗（安曇川高校２年）
　　　高尾　卓矢（安曇川高校２年）
　　　小谷　昴生（安曇川高校２年）

《ボート》
　　　廣田　圭祐（立命館大学（今津中出身））
　　　岡本　匡由（高島高校３年）
　　　伊東　有花（高島高校３年）
　　　八田　佑花（高島高校２年）
　　　木戸　優　（高島高校２年）
《陸　上》
　　　保木　翔太（中京大学（安曇川中出身））
　　　枝　　聖香（高島高校３年）
　　　古谷　知穂（高島高校２年）
　　　堀田　百恵（高島高校１年）
《競　泳》
　　　西川　翔　（高島中３年）
《クレー射撃》
　　　小川　太賀司（小川農園）
《自転車》
３位　西沢　倭義（明治大学（安曇川中出身））
　　　森　　聖貴（瀬田工業高２年（今津中出身））
《セーリング》
４位　伊勢田　愛（パイレーツハーバー）

★入賞者のみ順位を記載しています。
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報17 2011・11・1 紙ごみ減量標語応募作品 「紙ごみは　ごみ箱捨てずに　リサイクル」　船木　比奈（今　津） 紙ごみ減量標語応募作品 「ちょっとまて！　その紙できるよ　リサイクル」　藤原　遥（今　津）

　11月23日（水）に、2011産業フェア
＆そばフェスタ駐車場で、第５回リサイクル
広場を同時開催します。どうぞお気軽に紙ご
みをお持ちください。

（これまでの回収量は・・・)
　第１回　高島ecoまつり

　　60kg（７月２日）
　第２回　マキノサマーカーニバル

　　740kg（８月６日）
　第３回　ゆめパレット高島フェスタ

　290㎏（９月25日）
　第４回　朽木地域運動会
　　　　　　　　　160kg（10月９日）

　9月分の高島市内の地域別ごみ削減状況をお知らせ
します。
　先月号は、4月から8月までを合計した可燃ごみ(燃
やせるごみ)の搬入量を地域別で比較しましたが、今
月号から 各月ごとの地域別の搬入量を平成21年度と
比較します。
　月ごとの比較では、削減された可燃ごみの量がすぐ
に反映されます。紙ごみ減量にご協力よろしくお願い
します。

第５回
リサイクル広場を
開催します

地域別　可燃ごみ削減状況

　今津町の南浜老人クラブ（代表　田村喜代治氏）
では、毎月１回、近江今津駅前および湖周の道路を
中心に、空き缶、ビン等の散乱しているゴミの収集、
除草といった、地域に根差した活動をされています。
　いつもありがとうございます。

いつもありがとうございます

hごみ減量推進室　　f（25）8123

1戸あたりにおける
可燃ごみ削減取組状況【地域別・9月分】

ごみ減量
大作戦

この事業は全国モーターボート競走施行者協議会からの拠出金を受けて実施するものです。

紙ごみ分別！
こんなときどうするの？

　

紙
ご
み
減
量
の
啓
発
ポ
ス
タ
ー
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
４
８
２
点
と
数
多
く
の

作
品
を
応
募
し
て
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

審
査
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

紙
ご
み
減
量
啓
発
ポ
ス
タ
ー

審
査
結
果
発
表
！【最優秀賞】

林　　希帆さん
（高島小４年）

【優 秀 賞】
大森　　倫さん
（今津北小５年）

【入　　選】
小谷　光輝くん
（マキノ東小１年）

【入　　選】
白井　遼哉くん
（高島小４年）

【入　　選】
大窪しいなさん
（マキノ東小６年）

【優 秀 賞】
八田　瑞希さん
（高島小４年）

Q ６缶入りビール
の紙ケースを、

燃やせるごみで出すっ
て本当？

A 本当です。ビー
ルを包んでいる

紙ケースはマルチパッ
クといわれるもので防
水・耐水加工が施され
ているのでリサイクル
できません。燃やせる
ごみで出してくださ
い。

Q どれが紙ごみな
のか分からない

のですが、簡単に見分
ける方法はないの？

A 基本的には、手
で簡単に破るこ

とができれば紙ごみで
あると考えられます。
しかし、手触りがつる
つるしている紙やキラ
キラ輝いているように
見える紙は、何らかの
加工がしてある可能性
があるので注意が必要
です。

Q リサイクルマー
クがついていた

ら、その他古紙として
出していいの？

A リサイクルマー
クがついている

からといって、その他
古紙として出せるとは
限りません。リサイク
ルマークで判断せずに
高島市の「紙ごみの分
け方出し方(保存版)」
に従って出してくださ
い。

Q 分別して集めた
紙ごみはどこに

出したらいいの？

A 区・自治会に属
されている方

は、区・自治会で指定
されている場所に出し
てください。指定場所
が分からない場合は、
ごみ減量推進室へお気
軽にお問い合わせくだ
さい。

「
無
料
で
水
道
管
の
洗
浄
を
し

ま
す
」
と
い
う
業
者
が
訪
問
し

て
き
た
の
で
、
作
業
を
お
願
い

し
た
。
作
業
後
に
、
床
下
を
点
検
し
「
床

下
が
湿
っ
て
い
る
の
で
今
す
ぐ
工
事
を

し
な
い
と
家
が
腐
っ
て
し
ま
う
」と
言
っ

断
っ
た
が
心
配
だ
。

て
高
額
な
工
事
を
勧
め
て
き
た
。

突
然
の

「
無
料
サ
ー
ビ
ス
」

に
注
意
！

【
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
た
め
に
】

☆
突
然
訪
問
し
「
無
料
」
や
「
点
検
」
を
口
に
す
る
見
ず
知

ら
ず
の
業
者
に
は
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

☆
突
然
訪
れ
た
業
者
と
、
そ
の
日
、
そ
の
場
で
契
約
す
る
こ

と
は
止
め
ま
し
ょ
う
。

☆
契
約
を
急
が
せ
る
業
者
に
は
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

☆
ひ
と
り
で
決
め
ず
に
、
家
族
や
周
囲
の
人
に
相
談
し
ま

し
ょ
う
。

☆
本
当
に
工
事
が
必
要
か
ど
う
か
は
、
信
頼
で
き
る
専
門
家

に
確
認
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

　

h
生
活
相
談
課　

f（
２
５
）８
１
２
５

　
「
無
料
サ
ー
ビ
ス
」
を
き
っ
か
け
に
不
安

を
あ
お
り
、
高
額
な
契
約
を
勧
め
る
商
法

で
す
。
販
売
目
的
を
隠
し
て
巧
み
に
近
寄
っ

て
き
ま
す
。
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昔
か
ら
「
三
つ
子
の
魂
百
ま
で
」(

幼

い
頃
の
性
格
は
年
を
取
っ
て
も
変
わ
ら

な
い) 

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

は
あ
る
意
味
で
は
本
当
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
１
歳
の
誕
生
日
を
過
ぎ
、
言
葉
を

少
し
ず
つ
子
ど
も
が
覚
え
て
い
く
と
、

そ
れ
に
伴
っ
て
、
自
己
主
張
が
増
え
て

い
き
ま
す
。

　

１
歳
半
か
ら
２
歳
頃
ま
で
に
「
い

や
！
」
を
連
発
す
る
反
抗
期
に
入
っ
て

い
き
ま
す
。
そ
こ
か
ら
３
歳
く
ら
い
ま

で
に
ど
う
し
つ
け
る
か
に
よ
っ
て
、
子

ど
も
の
そ
の
後
の
行
動
に
影
響
し
て
い

く
の
で
す
。

し
つ
け
は
罰
を
与
え
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん

　

し
つ
け
と
言
う
と
、
子
ど
も
が
間
違
っ

た
こ
と
を
し
た
時
に
罰
を
与
え
る
こ
と

だ
と
誤
解
し
て
い
る
人
が
い
ま
す
が
、
し

つ
け
は
罰
を
与
え
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
し
つ
け
と
は (

社
会
に) 

適
応
し
て

い
く
た
め
の
ル
ー
ル
を
子
ど
も
に
教
え
る

こ
と
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
愛
情
を
注
ぐ
こ

と
に
よ
っ
て
達
成
で
き
る
も
の
な
の
で

す
。

　

１
歳
か
ら
３
歳
ま
で
の
幼
児
に
と
っ

て
、
子
猫
を
叩
い
た
り
、
道
路
に
飛
び
出

し
た
り
、
他
の
子
ど
も
の
髪
の
毛
を
引
っ

ぱ
っ
た
り
す
る
こ
と
が
悪
い
こ
と
だ
と
い

う
自
覚
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
う
い
う
善
悪

の
判
断
が
で
き
な
い
の
で
、
そ
れ
を
教
え

る
の
が
し
つ
け
な
の
で
す
。
幼
児
が
理

解
し
な
い
で
行
っ
た
こ
と
を
親
が
大
声
で

叱
っ
た
り
、
お
尻
を
叩
い
て
も
何
の
意
味

も
な
い
の
で
す
。

　

体
を
叩
い
た
り
、
つ
ね
っ
た
り
、
手
を

叩
く
の
は
し
つ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
大

き
な
声
で
な
じ
っ
た
り
、
怒
鳴
っ
た
り
す

る
こ
と
も
し
つ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

三
つ
子
の
魂　

百
ま
で

　

幼
児
は
、
何
度
も
何
度
も
失
敗
し
な

が
ら
学
ん
で
い
き
ま
す
。
そ
う
し
た
学

習
の
過
程
を
受
容
す
る
態
度
が
親
に
必

要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
根
気
よ
く
「
教

え
る
」「
理
解
し
て
も
ら
う
」
と
い
う

こ
と
を
行
う
の
で
す
。
幼
児
は
、
衝
動

に
基
づ
い
て
行
動
す
る
の
で
、
一
度
や

二
度
間
違
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
怒
っ

た
り
し
な
い
で
、
温
か
く
見
守
っ
て
あ

げ
て
く
だ
さ
い
。
親
業 (

お
や
ぎ
ょ
う) 

に
は
、
愛
情
と
共
に
根
気
も
必
要
な
の

で
す
。

　

こ
の
月
間
で
は
、
子
ど
も
虐
待
防
止
に
つ
い
て
理
解
を
よ

り
一
層
深
め
、
自
主
的
な
関
わ
り
を
も
っ
て
い
た
だ
く
た
め

の
意
識
啓
発
を
図
っ
て
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
も
子
ど
も

を
虐
待
か
ら
守
る
た
め
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

今
月
の
テ
ー
マ
は
「
し
つ
け
」
に
つ
い
て
で
す
。

11
月
は
、
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
で
す

守
る
の
は  

気
づ
い
た
あ
な
た
の  

そ
の
勇
気

ストップ !!
子ども虐待

し
つ
け
に
は
根
気
が
必
要

第２回　子育て講座

～仕事も も楽しむ方法～

　１９６２年生まれ。二男一女の父
親。出版社、書店、ＩＴ企業などを経
て、２００６年に同ＮＰＯを設立。「育
児も、仕事も、人生も、笑って楽しめ
る父親を増やしたい」と、企業・一般
向けのセミナーや父親による絵本の
読み聞かせなどで全国を飛び回る。
　厚生労働省「イクメンプロジェク
ト推進チーム」座長、内閣府「男女共
同参画推進連携会議」委員。
　著書に『パパの極意～仕事も育児
も楽しむ生き方～』がある。

講師Ｐｒｏｆｉｌｅ講師Ｐｒｏｆｉｌｅ

参加申し込み・お問い合わせ 各地域子育て支援センターにお電話
ください。

～仕事～仕事 楽しむ方法～楽しむ方法～
父親であることを楽しもう！父親であることを楽しもう！

★無料の託児があります。電話でお申し込みください。
　・対象　生後４か月～３歳のお子さん
　・定員　30人（先着順）

講  師 安藤　哲也さん
（ＮＰＯ法人ファザーリング・ジャパン代表）

日  時 11月27日 （日）
13時30分～15時30分（受付：13時～）

場  所 大師山さくら園
★参加無料

～仕事も家庭も楽しむ方法～

　

虐
待
を
受
け
て
い
る
子
ど
も
た
ち
は
、
少
な
か
ら
ず
何
ら
か
の
サ
イ
ン

を
出
し
て
い
ま
す
。
こ
の
虐
待
の
サ
イ
ン
こ
そ
が
援
助
を
求
め
る
「
子
ど

も
の
声
」
で
あ
り
、
気
づ
い
た
あ
な
た
か
ら
の
通
告
が
頼
り
で
す
。

　
　

見
逃
さ
な
い
で
た
す
け
て
サ
イ
ン

【
子
ど
も
か
ら
の
サ
イ
ン
】

　

□ 

不
自
然
な
あ
ざ
・
や
け
ど

　

□ 

衣
服
や
か
ら
だ
が
不
潔

　

□ 

無
表
情
、
大
人
を
お
び
え
る

　

□ 

落
ち
着
き
が
な
い
、
乱
暴

【
保
護
者
か
ら
の
サ
イ
ン
】

　

□ 

子
ど
も
を
家
に
置
い
た
ま
ま

　
　

 

よ
く
外
出
す
る

　

□ 

い
つ
も
イ
ラ
イ
ラ
し
て
子
ど

　
　

 

も
に
当
た
る

　

□ 

地
域
で
孤
立
し
て
い
る

　

□ 

子
ど
も
の
健
康
や
安
全
へ
の

　
　

 

配
慮
が
さ
れ
て
な
い

●
子
ど
も
家
庭
相
談
課　

f（
２
５
）８
５
１
７

　
　

ま
た
は
市
内
各
保
健
セ
ン
タ
ー

●
滋
賀
県
中
央
子
ど
も
家
庭
相
談
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

f
０
７
７（
５
６
２
）１
１
２
１

相
談
先

（
通
告
先
）

　

し
つ
け
は
、
愛
情
を
持
っ
て
行
う
わ

け
で
す
が
、
一
番
い
い
方
法
は
、
子
ど

も
に
し
て
ほ
し
い
行
為
を
親
自
ら
が
手

本
を
見
せ
る
こ
と
で
す
。
子
ど
も
が
悪

い
こ
と
を
し
た
時
に
、
親
が
ど
な
っ
た

り
叩
い
た
り
す
る
と
、
子
ど
も
は
自
分

も
そ
う
し
た
行
為
を
し
て
い
い
と
誤
解

を
し
て
し
ま
い
ま
す
。
親
が
子
猫
を
優

し
く
撫
で
る
と
い
う
手
本
を
見
せ
る

と
、
子
ど
も
は
そ
れ
を
真
似
て
、
優
し

く
子
猫
を
撫
で
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

子
ど
も
に
し
て
ほ
し
く
な
い
行
為
は
、

決
し
て
子
ど
も
に
対
し
て
し
て
は
い
け

子
ど
も
は
親
の
鏡
で
あ
る

ま
せ
ん
。
親
が
子
ど
も
に
対
し
て
優
し

く
接
す
る
限
り
、
そ
の
子
ど
も
は
他
の

子
ど
も
に
対
し
て
優
し
く
接
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
子
ど
も
を
し
つ
け
る
と

い
う
こ
と
は
、
親
が
行
っ
て
い
る
行
為

を
真
似
て
も
ら
う
と
い
う
こ
と
で
も
あ

る
の
で
す
。

　

親
が
叩
い
た
り
、
大
き
な
声
で
怒

鳴
っ
た
り
す
る
と
、
子
ど
も
も
自
分
が

欲
求
不
満
の
時
は
親
と
同
じ
よ
う
に
他

の
人
を
叩
い
た
り
、
大
き
な
声
で
怒

鳴
っ
た
り
し
て
も
い
い
と
理
解
す
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

紙ごみ減量標語応募作品 「紙ゴミは　リサイクルくる　心がけ…！！」　古川　唯花（今　津） 紙ごみ減量標語応募作品 「紙のごみ　増えても財政　また増えない」　船路　晃史（新　旭）

マキノ…f（２７）８１８７
今　津…f（２２）４８３３
朽　木…f（３８）２０７０

安曇川…f（３３）１５４０
高　島…f（３６）０６６０
新　旭…f（２５）３３９９

　

子
ど
も
が
い
い
こ
と
を
し
た
と
き
、

大
い
に
褒
め
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。
そ
し

て
喜
ん
で
、
抱
き
し
め
て
あ
げ
ま
し
ょ

う
。
親
か
ら
構
っ
て
も
ら
う
こ
と
、
褒

め
て
も
ら
う
こ
と
が
子
ど
も
に
と
っ
て

最
大
の
ご
褒
美
な
の
で
す
。
お
菓
子
を

あ
げ
る
こ
と
よ
り
ず
っ
と
大
切
で
す
。

　

逆
に
、
子
ど
も
が
最
も
恐
れ
て
い
る

こ
と
は
、
親
か
ら
無
視
さ
れ
る
こ
と
で

す
。
子
ど
も
は
親
か
ら
構
わ
れ
て
い
な

い
と
思
う
と
、
わ
ざ
と
悪
い
こ
と
を
し

て
、
親
の
怒
り
を
買
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
そ
こ
ま
で
し
て
も
親
の
関
心
が
欲

し
い
の
で
す
。

最
大
の
ご
ほ
う
び
は
褒
め
て
あ
げ
る
こ
と
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報21 2011・11・1 紙ごみ減量標語応募作品 「すてないで　未来のために　リサイクル」　堀井　廉泰（今　津） 紙ごみ減量標語応募作品 「かみごみを　すてるまえに　リサイクル」　ふる川よしの（マキノ）

火災 救急 救助
（　）内は年累計

建物火災／1（10）
林野火災／0（0）

▼  火　災

▼  救　急

▼  救　助

今　年 昨　年 増　減
人身事故発生件数 167件 175件 ▲8件

死　　者　　数 4人 3人 1人

傷　　者　　数 222人 236人 ▲14人

発生場所
マキノ 20
今　津 35
朽　木 6
安曇川 43
高　島 24
新　旭 39

●発生状況（累計）

交通事故／1（14）
その他／1（13）

車 両 火 災／0（3）
その他火災／1（5）

交通事故／12（165）
急 病／125（1147）

一般負傷／33（298）
その他／21（219）

火 災／1（6）
水難事故／0（4）
（注）【救急】 その他=火災+労働災害+運動競技+
 加害+自損行為+転院搬送等
 【救助】 その他=自然災害+機械事故+
 建物事故+ガス事故+爆発等

高島市内の交通事故発生状況 （平成23年9月末現在） 火災火災９月の 件数

h消防本部　消防総務課　f（22）5401

地
域 № 環 境 放 射 線 測 定 地 点 測定日

マ
キ
ノ

1 マキノ支所前駐車場 平日毎日
2 在原集会所前

毎月第１・
第３水曜日

3 国境バス停前
4 マキノ東小グラウンド
5 ＪＲ近江中庄駅前駐車場

今

津

6 今津支所玄関北側 平日毎日
7 今津北コミュニティセンター前

毎月第１・
第３水曜日

8 今津上コミュニティセンター前
9 角川生活改善センター前
10 ECC学園高等学校前

朽

木

11 朽木支所前駐車場 平日毎日
12 栃生休憩所付近

毎月第１・
第３水曜日

13 平良集会所前
14 針畑ルネッサンスセンター前
15 木地山集会所前

安
曇
川

16 安曇川支所裏駐車場 平日毎日
17 青柳小学校校門付近

毎月第１・
第３水曜日

18 本庄小学校校門付近
19 広瀬小学校体育館付近
20 たいさんじ風花の丘

高

島

21 高島支所東駐車場 平日毎日
22 うかわファームマート前

毎月第１・
第３水曜日

23 歴史民俗資料館前
24 横山集会所前
25 黒谷公民館前

新

旭

26 新旭養護学校校門前
毎月第１・
第３水曜日

27 藁園源氏浜駐車場
28 水鳥観察センター駐車場
29 新旭北小学校付近
30 高島市役所北側玄関前 平日毎日

　原子力防災対策室では、福島の原発事故による市民の
不安や放射線量の公表要望に少しでも応えるため、10
月から環境放射線の測定を始めました。結果につきまし
ては、市のホームページや広報誌で今後お知らせします。

　h原子力防災対策室　f（25）8133

▼測定地点　市内30地点（左表）
▼測定回数
　　本庁・各支所前：平日毎日測定
　　その他：毎月第１・第３水曜日の月２回測定
▼測定方法
　環境放射線測定器による簡易測定
　　→　地上から約１ｍの高さで機器を携帯し、

１分間隔で５回測定した数値の平均値を
測定値とします。

10月から市内30地点で
環境放射線の測定実施

郵便またはEメールで、投稿者氏名・住所・連絡先を書き添
えて投稿してください。作品は未発表のもので、応募は一人
１点とし、作品や氏名には必ずふりがなをお願いします。

次回締切　11月30日必着（掲載は１月号です。）（企画広報課）

★応募数が多い場合は選考をさせていただきます。（概ね50作品まで）
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広
告

募
集

あなたのお店や事業の広告を出しませんか？

広  報  誌 ホームページ
■１月号締切　11月25日（金）
■掲載料　10,000円/１枠（28mm×85mm）

■12月掲載分締切　11月10日（木）
■掲載料　１か月10,000円

みてねっと！
「ウィークリーニュース」
の最終画面に掲載主の社
名表示付き！
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報23 2011・11・1 紙ごみ減量標語応募作品 「見極めろ　三つのRが　隠れてる」　松浦　輝（今　津）紙ごみ減量標語応募作品 「「リサイクル」　その言葉だけで　ゴミは減る」　松浦　萌（新　旭）

公立高島総合病院からのお知らせ

６3

北部地域包括支援センター  f（22）0193
北部健康福祉センター  f（22）5101

南部地域包括支援センター  f（32）2520
南部健康福祉センター  f（32）4413

マキノ
今 津
新 旭

朽 木
安曇川
高 島
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　自分や家族ががんになった時、病気
とどう向き合っていくか、最近のがん
治療や緩和ケアの現状を知り、病気
との付き合い方について一緒に学びま
しょう。

　▼日　　時　11月26日（土）
　　　　　　　　14時～16時
　　　　　　　（受付：13時30分～）
　▼場 　 所　安曇川公民館
　▼内 　 容
　　「がんを知り、
　　　がんと向き合って生きていく」
　　　講師　ヴォーリズ記念病院
　　　　　　　細井　順さん
　▼参 加 費　無　料
　▼申込方法　電話またはファックス

　　h・i高島健康福祉事務所
　　　　　　(高島保健所)
　　　　f（22）2525
　　　　g（22）5693

　ウォーキングマップのコースを歩く健康たかしまいきいき
ウォーキングを月１回開催しています。
　今月は、国有形文化財の丸八百貨店や国名勝指定の興聖寺
（足利庭園）を訪ね歩く「不老長寿コース（朽木）約３．１㎞」
です。ウォーキングリーダーさんと楽しく歩きませんか。
　
　▼日　　時　11月15日（火）
　　　　　　　　９時30分～11時30分
　▼集合場所　市役所朽木支所前　
　▼持ち物等　帽子、はきなれた靴、リュックサック、
　　　　　　　タオル、お茶、雨具（雨が降りそうな時）、
　　　　　　　興聖寺（足利庭園）拝観料300円

h健康推進課　f（25）8078

｢がん講演会｣

＜参加にあたってのお願い＞
・参加される方は、日頃からご自身の健康管理を
お願いします。

・申し込みは不要です。参加を希望される方は現
地にお集まりください。

・悪天候の場合、実施の有無は現地に集合した人
で判断をしますので中止の連絡は行いません。

いっしょに歩きませんか
健康たかしまいきいきウォーキング

　この教室では、専門家を交えて介護に関する学習
や、参加者同士の交流を行っています。

【高島会場】
▼開催日時　11月15日（火）　11時～15時
▼場　　所　高島保健センター
▼講　　師　渡辺哲弘認知症専門指導師
▼内　　容　認知症の方への接し方や介護について
　　　　　　（講師を交えて情報交換しましょう）
▼参 加 費　1,000円（昼食代）
▼申込方法　開催日前日までに各地域包括支援セン
　　　　　　ターまで

11月の家族介護教室

　『暮らしが豊かになった現代、栄養不足に
なることはない』と、思っていませんか？　
「肉を食べない」「決まったものしか食べない」
「好きなものだけを食べる」といった偏った
食生活は、低栄養の大きな原因になります。
また、お腹がすいていない、用意するのが面
倒といった理由で食事を抜いてしまう「欠食」
も栄養状態を悪化させます。
　低栄養になると、血中のアルブミン（たん
ぱく質の一種）の値が低くなり、抵抗力が低
下して、病気になりやすくなります。また、
筋力が弱まって転倒し、骨折しやすくなり、
このような状態になると体の老化が加速して
いきます。
　いつまでも元気に活動していくために、い
ろいろな食品を『まんべんなく』とりましょ
う。特に、肉と牛乳・乳製品、油脂は、不足
しがちなので意識して食べるようにし、低栄
養を予防しましょう。

　高島市では、住み慣れた地域で元気に暮らしていける
よう、身近な所で介護予防ができる地域づくりを推進し
ています。
　今年度、介護予防を地域で積極的に取り組んでいただ
けるよう、健康づくりのための「介護予防体操」を考案
しました。
　この体操で、地域を元気にするため、一緒に活動して
いただける方（介護予防普及員）を募集しています。介
護予防やこの体操に関心を持たれた方は、ぜひお力をお
貸しください。

低栄養予防メニュー
「さつまいものミルク煮」
【材料　２人分】
　さつまいも・・・１４０ｇ　
　牛乳・・・・・・１００ｇ
　砂糖・・・・・・小さじ２弱　（５ｇ）
　塩・・・・・・・少々（０．４ｇ）
　バター・・・・・５ｇ

【作　り　方】
　①さつまいもは、2cmの角切りにし、

水につけあく抜きする。
　②あく抜きしたさつまいもを熱湯に入

れ、２分くらいゆで、湯を捨てる。
　③②に、牛乳、砂糖、塩を加え、火にか

け、煮立ったら火を弱め軟らかくなる
まで10分ほど煮る。最後にバターを
加えて少し煮ればできあがり。

　h北部健康福祉センター（マキノ保健センター）
　　　f（27）1128

偏った食生活に
なっていませんか？

高島の介護予防体操
ができました

－ 低栄養を予防しよう －

【介護予防普及員（仮称）養成講座】
　▼日　時
　　11月19日（土）、26日（土）
　　12月３日（土）、11日（日）
　　いずれも
　　　13時30分～15時30分
　▼内　容
　　・４回の講座を通じて介護予防
　　　体操を経験し、地域への普及
　　　方法を検討いただきます。
　　・「介護予防体操」や「普及員」
　　　のネーミングを検討します。
　▼場　所　新旭保健センター
　▼定　員　30人程度（先着）
　　　　　　※年齢は問いません。
　h・i南部健康福祉センター

北部健康福祉センター

1F　主待合 2F　手術室 本棟東側外壁

南東側より
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９月に開催しました定例教育委員会についてお知らせします。

教育委員会informationに対するご意見等は、高島市教育委員会事務局教育総務課 f（32）1132 までお気軽にお寄せください。

放課後の子どもたち
　
「
た
か
し
ま
子
ど
も
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」
は
、
昨
年
ま

で
の
「
た
か
し
ま
こ
ど
も
ま

つ
り
」、「
び
わ
こ
全
国
青
少

年
演
劇
祭
」、「
お
や
こ
の
じ

か
ん
」
を
継
承
す
る
事
業
と

し
て
、
10
月
１
日
、
２
日
に

開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

は
、
青
少
年
関
係
団
体
を
中

心
に
28
団
体
と
個
人
が
実
行

委
員
会
を
組
織
し
、
企
画
運

営
を
し
ま
し
た
。
内
容
は
、

和
太
鼓
や
吹
奏
楽
、
ダ
ン
ス

や
演
劇
な
ど
の
ス
テ
ー
ジ
発
表
が
あ

り
、
昔
遊
び
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
や
模

擬
店
な
ど
も
あ
っ
て
、
子
ど
も
た
ち

が
主
体
的
に
参
加
し
て
、
楽
し
め
る

よ
う
に
と
各
団
体
が
工
夫
を
凝
ら
し

ま
し
た
。

h保険年金課
　f（25）8137

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税
や
住
民

税
の
申
告
で
全
額
が
社
会
保
険
料
控
除
の

対
象
と
な
り
ま
す
。（
そ
の
年
の
１
月
１

日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
に
納
付
し
た
保
険

料
が
該
当
し
ま
す
。）

　

こ
の
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
た
め

に
は
、
支
払
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類

の
添
付
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、
平
成
23
年
１
月
１
日
か
ら
９
月

30
日
ま
で
の
間
に
国
民
年
金
保
険
料
を
納

付
さ
れ
た
方
へ
、「
社
会
保
険
料
（
国
民

年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
が
11
月
上

旬
ま
で
に
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
送
付
さ

れ
ま
す
。
年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
に

は
必
ず
こ
の
証
明
書（
ま
た
は
領
収
証
書
）

を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
ご
家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を

納
付
さ
れ
た
場
合
も
、
納
付
さ
れ
た
ご
本

人
の
社
会
保
険
料
控
除
の
申
告
に
加
え
る

こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
ご
家
族
あ
て
に

送
ら
れ
た
控
除
証
明
書
も
添
付
し
て
申
告

し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
10
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で

の
間
に
今
年
は
じ
め
て
国
民
年
金
保
険
料

平成24年分「扶養親族等申告書」
が送付される方

○年齢が65歳未満の場合
　　年金額が１０８万円以上
○65歳以上の場合
　　年金額が１５８万円以上

  【電話】大津年金事務所
  f０７７－５２１－１４８９
   　平日８時30分～17時

　大津年金事務所では、「予約
制による年金相談」を、次の日
程で開催します。

日　　時　11月24日（木）
　　　　　　10時～16時
場　　所　今津支所
申込方法　予約専用電話番号に
　　　　　お電話ください。

※この電話では予約以外のご用
　件はお受け出来ません。
※予約受付は、定員になり次第、
　締め切りとなります。

一日年金相談所

扶養親族等申告書は12月１日までに！

「国民年金保険料控除証明書」
は、大切に保管をしてください

※ナビダイヤルは、一般の固定電話からなら、全国ど
こからでも市内通話料金でご利用いただけます。携
帯電話の場合は、通常の通話料金がかかります。

※「０５７０」の最初の「０」を省略したり、市外局
番をつけて間違い電話になるケースが発生していま
す。おかけ間違いのないようご注意ください。

《控除証明書専用ダイヤル≫

０５７０-０７０-１１７〈ナビダイヤル〉
（平成24年３月15日（木）まで）

を
納
付
さ
れ
た
方
に
は
、
来
年
の
１
月
下

旬
に
控
除
証
明
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

　
※
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
」
に
つ
い
て
の
ご
照
会

は
、
控
除
証
明
書
の
は
が
き
に
表
示

さ
れ
て
い
る
年
金
事
務
所
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

老
齢
や
退
職
を
支
給
理
由
と
す
る

年
金
は
、
雑
所
得
と
し
て
所
得
税
の

課
税
対
象
と
さ
れ
て
い
ま
す
。（
障

害
年
金
・
遺
族
年
金
は
非
課
税
で

す
。）

　

課
税
対
象
と
な
る
受
給
者
の
方
に

は
、
毎
年
11
月
上
旬
ま
で
に
日
本
年

金
機
構
か
ら
、
扶
養
親
族
等
申
告
書

が
送
付
さ
れ
ま
す
。
12
月
１
日
の
提

出
期
限
ま
で
に
必
ず
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　

こ
の
申
告
に
よ
り
、
翌
年
中
に
受

け
ら
れ
る
年
金
に
か
か
る
所
得
税
の

源
泉
徴
収
税
額
が
決
ま
り
ま
す
。
も

し
提
出
を
忘
れ
る
と
各
種
控
除
が
受

け
ら
れ
ず
、
所
得
税
の
源
泉
徴
収
税

が
多
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

この申告書をもとに、翌年の年金にかかる所得税の源泉徴収税額が
決まります。提出を忘れると、各種控除が受けられません。

国民年金保険料は、全額社会保険料控除の対象です。
年末調整・確定申告で必要となる書類ですので、大
切に保管してください。

⑫

　学校では、学級規模が小さく
なりすぎると人間関係が固定化
しやすい、多様な見方や考え方
に触れる機会が少ないなど少人
数学級の課題が顕著になってく
る傾向にあります。
　マキノ地域の小学校では、こ
うした課題に対応するため、小
中一貫教育の取り組みと併せ
て、多人数による授業等を行え
るように、９月から合同学習や
交流活動を実施しています。
　今年度は、体育の授業、陸上
記録会や音楽発表会の練習など
を合同で行い、児童が多人数に
なることで多様な見方や考え方
に触れられるよう努めていま
す。

　

教
育
研
究
所
で
は
、
学
校
の
夏
季
休

業
期
間
中
に
教
職
員
を
対
象
と
し
て
、

教
員
の
指
導
力
を
向
上
さ
せ
る
講
座
、

各
学
校
に
導
入
し
て
い
る
電
子
黒
板
を

活
用
す
る
講
座
な
ど
の
研
修
を
集
中
的

に
実
施
し
ま
し
た
。

　

特
に
教
職
員
全
員
研
修
会
で
は
、
市

内
全
域
で
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
小

中
一
貫
教
育
に
か
か
わ
っ
て
、
効
果
的

な
連
携
の
あ
り
方
や
今
後
の
め
ざ
す
べ

　

議　
　
　

案

・
高
島
市
立
公
民
館
長
の
任
命
に
つ
い

て

　

主
な
協
議
、
報
告
事
項

・
平
成
23
年
９
月
補
正
予
算
に
つ
い
て

・
平
成
23
年
度
教
育
研
究
所
事
業
の
状

況
に
つ
い
て

・
マ
キ
ノ
地
域
の
小
学
校
統
廃
合
に
係

る
合
同
学
習
、
交
流
活
動
等
に
つ
い

て
・
た
か
し
ま
子
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

に
つ
い
て

・
２
０
１
１
び
わ
湖
高
島
栗
マ
ラ
ソ
ン

に
つ
い
て

マキノ地域小学校
の合同学習

教育研究所の
取り組み

第
９
回
定
例
会
報
告

９
月
29
日
開
催

き
方
向
性
な
ど
に
つ
い
て
研
修
を
し
ま

し
た
。

◆
主
な
講
座
と
受
講
者
の
意
見

○
指
導
力
向
上
講
座
（
国
語
）

　

説
明
文
の
学
習
で
、
こ
ん
な
に
た
く

さ
ん
の
方
法
や
発
問
が
あ
る
こ
と
を

学
び
ま
し
た
。

○
指
導
力
向
上
講
座
（
道
徳
）

　

藤
樹
先
生
の
心
や
行
い
を
、
自
己
の

問
題
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
よ
う
な
授

業
を
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

○
指
導
力
向
上
講
座
（
外
国
語
活
動
）

　

小
学
校
で
の
外
国
語
活
動
の
内
容
を

考
え
る
と
、
中
学
校
の
英
語
授
業
の

見
直
し
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

○
指
導
力
向
上
講
座（
特
別
支
援
教
育
、

読
書
指
導
、
福
祉
教
育
）

○
電
子
黒
板
活
用
講
座

○
管
理
職
学
校
経
営
力
向
上
講
座
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募　集

　家庭や地域、職場等、身近な生活
の拠点で起こる様々な人権問題を解
決するためのスキルを身につけ、主
体的に活動できる人材を養成するた
めの講座を開催します。
　「学び」から「実践」へ。ともに
学び合える仲間とともに、あなたの
新たな第一歩を踏み出してみません
か。

▼日時・内容
　○第１回【こころほぐしと自己覚知】
　　11月11日（金）
　　　14時～15時30分
　　【講演とグループワーク】
　　「『人を知る！自分を知る！
　　　コミュニケーション』

－傾聴への道」
　○第２回【話し合いに潤滑剤を】
　　11月18日（金）
　　　14時～15時30分
　　【講演とグループワーク】
　　「ファシリテートを身に付け、　
　　話し合いを促進できるために」
　○第３回【地域へのかかわり】
　　11月25日（金）
　　　14時～15時30分
　　【講演とグループワーク】
　　「具体的な実践を踏まえた

コミュニケーションの展開」

▼場　　所　安曇川公民館
▼講　　師
　龍谷大学社会学部非常勤講師　
　　　　　　　　扇田　宗親さん　
▼参 加 費　無料
▼申込締切　11月８日（火）
▼申込方法　電話・ファックス・メール
　　住所、氏名、連絡先をお知らせ
　ください。
▼そ の 他
　・全3回の連続講座です。
　・受講修了者には、修了証をお渡
しします。

人権教育ステップアップ
講座　受講者募集！

地域家庭教育アドバイザー研修講座　受講者募集

　地域全体で家庭教育を支援していくため、保護者の悩みや支
援者の役割を学ぶ講座です。子育ての経験に家庭教育支援の知
識をプラスして、地域の中で支援活動に生かしませんか？

▼日時・内容
　○開講式／第１講
　　11月17日（木）９時30分～12時
　　【講義・オリエンテーション】
　　　「“はじめまして”からの仲間づくり」
　○第２講
　　11月25日（金）９時30分～11時45分
　　【講義】　「子ども・若者総合相談窓口での

　　　　　　　ケースから見えてきたこと」
　○第３講
　　11月29日（火）14時～16時15分
　　【講義】　「児童虐待の現状と地域の支援」
　○第４講
　　12月８日（木）９時30分～11時45分
　　【講義】　「地域における子育て支援・

親育ち支援とネットワーク」
　○第５講
　　12月15日（木）９時30分～12時
　　【実技講習】「カウンセラーのこころがけを学ぶ」
　○第６講／修了式／閉講式
　　12月22日（木）９時30分～12時
　　【講義】　「お母さんの保健室

“マイママ・セラピー”の取り組み」

▼場　　所　安曇川公民館（第３講のみ高島公民館）
▼定　　員　30人（全回出席できる方を優先します。）
▼申込締切　11月10日（木）
▼申込方法　電話・ファックス・メール
　　　　　　住所、氏名、電話番号をお知らせください。
▼そ の 他
　・全６回の連続講座です。
　・６講座のうち４講座以上修了された方は、教育委員会の
「地域家庭教育アドバイザー」として登録します。

h・i社会教育課　　f（32）4457　g（32）1135
　　　　　　　　　　jsyakyo@city.takashima.shiga.jp

 

　市内は、滋賀県の中で最もニホンジカの生息密
度が高く、農林業被害や生態系被害が甚大です。
　このことから、ニホンジカ個体数を適正に管理
するため、狩猟期間中にニホンジカの一斉捕獲事
業を実施します。
　この事業の趣旨をご理解いただける方で、参加
資格等を満たす方は、ぜひお申し込みください。

▼事業実施期間　11月15日（火）～３月15日（木）
　　　　　※ただし、予算の範囲内の予定頭数を
　　　　　　超えた段階で事業を終了します。
▼参加資格等
（１）平成23年度滋賀県に狩猟者登録をされた方

で、高島市に住所のある方
（２）鳥獣保護法および銃刀法等関係法令を遵守

し、捕獲後適正に処分できる方
（３）狩猟に伴う損害の賠償のための狩猟事故共

済またはハンター保険、施設賠償責任保険
など、３千万円以上の賠償保険に加入して
いる方

▼捕獲獣　ニホンジカ（事業実施期間内に高島市
内で捕獲されたものに限る）

▼捕獲報償費　１頭あたり１万円
▼申込締切　11月７日（月）17時
▼申込方法
　参加申込書に必要書類を添えて、農業振興課ま
でお持ちください。（参加申込書は、農業振興課
にあります。）

　h・i農業振興課　f（25）8511

ニホンジカ一斉捕獲事業（猟期内）
参加者募集

　子どもが生まれてから、小学校へ行くまでの乳
幼児期は、家庭の中で親や保護者が子どもの発達
に合わせた教育を行うことが大切です。学校生活
と子どもの成長、そして家庭での教育や子育てに
ついて、講師のお話しと、先輩ママとの語り合い
から学びます。

▼日　　時　12月１日（木）９時30分～11時45分
▼場　　所　安曇川公民館
▼対 象 者　幼児期の子どもを持つ保護者
▼定　　員　20人
▼内　　容
　「今、子どもたちは　～子どもの育ちと子育て～」
をテーマに、講師の話を聞いた後、“先輩ママ”の
地域家庭教育アドバイザーとグループになって、
子育て経験や悩みなどを語り合います。
（講師）市教育委員会事務局
　　　　教育相談・課題対応室　中島　哲三室長
▼参 加 費　無料
▼申込締切　11月24日（木）
▼申込方法　電話・ファックス・メール
　住所、氏名、連絡先、託児希望の有無、託児
を希望する場合は、子どもの名前、性別および
年齢をお知らせください。

　h・i社会教育課
　　f（32）4457
　　g（32）1135
　　jsyakyo@city.
　　　takashima.shiga.jp

外国語国際交流サロン　参加者募集

先輩ママに学ぶ　となりの子育て講座
受講者募集！

《英語国際交流サロン》
　異文化理解を深めながら、英
会話を楽しみましょう。
▼日時　11月12日（土）

・26日（土）
　１回目９時30分～10時30分
　２回目10 時45分～11時45分
▼場所　今津東コミュニティセンター
▼講師　ケビン・ディーガンさん 

　h・i高島市国際協会事務局　f（20）1180　g（20）1182　jtifa822@ares.eonet.ne.jp

《初心者向け英語国際交流サロン》
　気軽に国際交流しましょう。
▼日時・場所
　・11月６日（日）
　　安曇川公民館　
　・12月４日（日）
　　今津東コミュニティセンター
　　10時30分～11時30分
▼講師　石川サスキアさん

《韓国語国際交流サロン》
　ドラマなどで耳慣れてきた韓
国語を学んでみましょう。
▼日時　11月12日（土）

・26日（土）
　１回目14時～15時
　２回目15 時15分～16時15分
▼場所　今津東コミュニティセンター
▼講師　チョウ・ポンナさん　

▼参加費　一般500円・高島市国際協会会員200円　　▼申込方法　電話・ファックス・メール
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使用しなくなった福祉機器
はありませんか

▼募集期間
○定期募集の住宅
　11月１日（火）～15日（火）
○随時募集の住宅
　随時、申し込みを受け付けて
　います。

▼申込資格（全て該当）
１．市内に居住または勤務して
　　いる方（朽木地域は除く）
２．住宅に困っている方
３．同居する親族のいる方（た

だし、要件により単身でも
入居できる住宅あり）

４．入居予定者全員の合計の収
入月額が15万８千円以下
の方

５．税金の滞納がない方
６．その他、市の基準を満たす方

▼募集期間
○定期募集の住宅
　11月１日（火）～15日（火）
○随時募集の住宅
　随時、申し込みを受け付けて
　います。

▼申込資格（全て該当）
１．同居する親族のいる方
２．入居予定者全員の合計所得

が一定額以上の方
（年齢によって必要金額が
異なります。）

３．税金の滞納がない方　

※定期募集する住宅は、10月
31日（月）に市役所、各支
所の掲示板で公表します。
※詳しくは、市のホームページ
をご覧になるか、お問い合わ
せください。

　h都市計画課
　　f（22）0904

市営住宅入居者募集秋の健康ハイキング
～あるいてまいろう多賀三社～

　ふすま張替・障子張替の技能講
習会の受講者を募集しています。

①ふすま張替
　（安曇川勤労青少年ホーム）
　11月８日（火）
　　８時30分～12時30分
11月９日（水）

　　　　９時30分～11時　
②障子張替
　（今津老人福祉センター）
　11月15日（火）
　　９時～11時30分
③障子張替
　（安曇川勤労青少年ホーム）
　11月24日（木）
　　９時～11時30分
▼対 象 者　高島市在住で55
　　　　　　歳以上の方
▼参 加 費　無料
▼申込方法　電話

　h・i高島市シルバー人材
　　　　センター
　　f（36）8191

高年齢者対象
技能講習会　受講者募集

　新旭湖岸にある桜並木（654本）
の保全のため、寒肥・ひこば枝切
り・枯れ枝切りの作業を行います。
　一人でも多くの方のご協力が必
要です。ぜひご参加ください。

▼日　時　11月14日（月）
　　　　（雨天の場合21日）

　　１部　９時～11時30分
　　２部　13時～15時
▼集合場所　道の駅（風車村）
▼持ち物　手袋、帽子、剪定鋏
（お持ちの方）、お茶

　hトンボとその仲間たち
　　大石幸夫さん
　　f（25）5848

新旭湖岸の
　桜守ボランティア募集

　ご家庭で使用しなくなった、車
いすや、シャワーチェア、介護用
ベッド等の福祉機器を有効利用す
るため、譲りたい方と譲ってほし
い方とを紹介する、リサイクル情
報の提供を行っています。
　現在、譲りたい
という方の福祉機
器を募っています。
　特に、車いすが
ありましたら、ぜ
ひご連絡ください。
　
　h障がい者生活支援センター
　　ほろん
　　f（22）4041

＜市営住宅＞

＜中堅所得者向け賃貸住宅＞

　紅葉の美しい季節に、多賀三
社（多賀大社・胡宮神社・大滝
神社）周辺をのんびりと巡りま
せんか。約11㎞の平坦なコー
スを歩きます。

▼日　　時　11月16日（水）
８時30分～17時30分

　　　　※小雨決行
▼集　　合　高島保健センター
　　　　　　　８時15分
▼参 加 費　1,500円
（拝観料・バス･保険・写真代等）
▼募集期間　11月７日（月）～
▼定　　員　50人（先着順）
▼申込方法　電話
　※窓口では受け付けしていません。
▼持 ち 物
　お茶･タオル･雨具・お弁当
（希望者には700円で昼食時
　に松茸弁当をお渡しします)
（主催）男性グループ
　　　　「やんちゃおやじの会」

　h・i高島保健センター
　　f（36）8008

マキノ児童館11月の催し

市内公民館合同公開講座「自然を生か
した『びわ湖源流の郷』でまちづくり」

　皆さんにとって、住みよいまちとはどんなまち
でしょう。
　高島の持っている自然を生かした「びわ湖源流
の郷」でできるまちづくりについて、講師のお話
をもとに市内で活躍されている三人のパネラーと
共に考えてみませんか。
　
▼日　時　12月４日（日）　13時30分開演
▼場　所　安曇川公民館　ふじのきホール
▼内　容
＜第１部＞基調講演「まちづくりって何？　

～うちらの地元にあるものを活かして～」
　講師　龍谷大学政策学部教授

　　大矢野　修さん
　高島にあるものを活かし、そ
れらをつなぎあわせて、市民の
皆さんが「住んでよかった」と
誇れるまちを、自らの手でつ
くっていく方法について、高島
市の市民協働事業に深い関わり

を持っておられる講師に、具体的な内容を交えて
ご講演いただきます。
＜第２部＞パネルディスカッション
　パネラー
　山川　悟さん（針江生水の郷委員会前会長）
　西澤　恵美子さん（山菜「じゅうべえ」主宰）
　藤原　久代さん（マキノまちづくりネットワークセンター）
▼参加費　無料
　
　h新旭公民館　f（25）8100

高島市青少年育成大会
　　～すこやか子育てのつどい～

　心身ともに健全に子どもたちが育てられる地域を
つくるため、高島市青少年育成大会を開催します。
多数のご参加をお持ちしています。

▼日　時　11月23日（水）13時30分～16時
▼場　所　安曇川公民館
▼内　容
　・善行青少年・青少年育成功労の表彰
　・中学生広場「私の思い　２０１１」

　　　　　市内６中学校の代表者の発表
　・講演「子どもをやる気にさせるには」
　　　　　講師　喜多　徹人さん
　　　　　　　　（学校法人神戸セミナー校長）
　　　　　　高校生や卒業生だけでなく、不登校
　　　　　やひきこもりの子どもたちにも、カウ
　　　　　ンセリングを取り入れ大学に送り出し
　　　　　ている予備校の校長先生です。
▼参加費　無料

　h高島市青少年育成市民会議
　　f（32）4458

11月は
「滋賀県子ども・若者育成支援強調月間」です
　期間中は、「たくましく　伸びよう　伸ばそ
う　高島の子」をスローガンに、育成大会の開
催や街頭啓発、パトロール活動などを行います。
　地域の子どもたちが健やかに育つために、何
をすべきかを考え、あいさつや声かけなど、で
きる範囲でのご協力をお願いします。

《森大好き　集まれ！冒険遊び場》
▼日　　時　11月５日（土）10時～13時
▼場　　所　マキノ高原（現地集合）
▼対 象 者　市内小学生と保護者（定員15人）
▼内　　容
　　森の中で、自然の素材を活かした冒険遊び場
　を作ります。
　　「自然物を使った製作」「ハンモック」「木工
あそび」「野外クッキング」など
▼参 加 費　小学生２００円　大人３００円
▼申込締切　11月２日（水）

《児童館　秋まつり》
▼日　　時　11月12日（土）10時～12時
▼場　　所　マキノ児童館
▼対 象 者　未就園児～小学生
　　　　　　（未就園児・幼児は保護者同伴）
▼内　　容
　　「ハロウィン変身グッズを作ろう」、「かぼちゃ
　クッキー作り」、「宝探しゲーム」、「ハロウィン
　パーティ」など。
▼参 加 費　無料
▼申込締切　11月５日（土）
※ハロウィンコーナーを手伝ってくれ
　る小学生スタッフも募集しています。

hマキノ児童館　f（27）8187　g（27）8178▼申込方法　電話・ファックス



nformationI …問い合わせ先　　…申し込み先　　…応募先　　…電話番号　　…ファックス番号　　　　　　　　…メールアドレス　　…ホームページアドレス問 申 応
暮らしの情報

相　談（相談無料・秘密厳守） 催　し

広
報2011・11・1 30広

報31 2011・11・1

有 

料 

広 

告

　歌って踊って平和をつかめ！
子どもからお年寄りまでみんな
が楽しめるお祭りを開催しま
す。

▼日　時　11月６日（日）
　　　　　12時30分～16時
▼場　所　新旭風車村
　（雨天時：安曇川世代交流センター）
▼内　容
　沖縄出身アーティスト　 まー
ちゃんバンドコンサート、体験
教室、エコマーケット、地元グ
ルメ・デザート屋台
▼協力金
　前売１，０００円
　（当日３００円増）
　高校生以下・障がい者無料
（チケット販売　きんぽうげ店内）
（後援）高島市

　h風人の祭実行委員会
　　f090（8123）0991

風人（かじぴとぅ）の祭in
湖西２０１１

朽木地域生涯学習推進員等研修会

　互いを認め合い、互いが大切にされ、「住んで
いてよかったと実感できる地域づくり」をめざし
て、障がい者スポーツを通して感じたことを語っ
ていただきます。
▼日　時　11月26日（土）13時30分～15時
▼場　所　やまびこ館　　▼定　員　２５４人
▼内　容　「障がい者スポーツを知っていますか」
　　　　　（講師）ＬＡＫＥ　ＳＨＩＧＡ車椅子
　　　　　　　　　バスケットボールクラブ
　　　　　　　　　　　　　　平田　博之さん

　h高島市人権教育推進協議会朽木支部
　　　（朽木公民館）　f（38）2324

「自分の生き方を見つめてみませんか？」フォーラム

　難病と闘い乗り越えられた奥田勝彦・良子夫妻（E
エ ス ペ ラ ン サ

SPERANZA）
の経験を、素敵な演奏を交えながらお話しいただきます。
▼日　時　12月３日（土）13時～15時30分
▼場　所　新旭公民館
▼講演者　ESPERANZA　フルート・オカリナ　奥田　良子さん

ベース・アレンジ    奥田　勝彦さん
▼参加費　５００円
▼チケット取扱所
　各公民館、働く女性の家、高島市民会館、今津東コミュニティセンター
※無料託児あります（対象２歳～就学前。要事前予約）
（共催）　高島市

　h高島市男女共同参画推進協議会　坂尾さん
　　f090（2103）0390

　「高島の木の家」認定第１号
の完成見学会を開催します。無
垢の木と自然素材に包まれた
「高島の木の家」をこの機会に
ぜひご覧ください。

高島の木の家　完成見学会 ▼日時　11月５日（土）・６日(日）
　　　　　　10時～15時
▼場所　高島市宮野（高島Ｂ＆
Ｇ海洋センターにお越しくださ
い。係員が案内します。）
　h高島の木の家づくりネットワーク
　　f（20）1179

　青少年美術展覧会との同時開催により、園児・
小中高校生・一般の方々の作品を一堂に集めて、
高島市美術展覧会を開催します。
　数々のすばらしい作品を、ぜひご覧ください。
皆さんのご来場をお待ちしています。

▼期　間　11月19日（土）～23日（水）
　　　　　　９時～17時
▼場　所　新旭体育館
▼内　容　平面・立体・書・工芸・写真の各部門

　h高島市美術展覧会実行委員会事務局
　　　（社会教育課）　f（32）4457

第７回　高島市美術展覧会
相　　談 日　　時 場　　所 内　　　　容

全国一斉「女性の
人権ホットライン」
強化週間

h人権施策課
　f（25）8524

11月14日（月）
　～20日（日）

　８時30分～
　　19時
※土・日曜日は
　10時～17時

－
（電話相談）

　夫・パートナーからの暴力、職場におけるセクシュア
ル・ハラスメントやストーカー行為といった女性をめぐ
る様々な人権問題の解決を図るため、電話相談をお受け
しています。
　11月14日から20日までは、全国一斉「女性の人権
ホットライン」強化週間として受付日時を拡大して相談
をお受けしています。お気軽にお電話ください。
（この期間以外は、平日8時30分～17時15分）
　▼相談電話　0570（070）810
 　　　　　　　大津地方法務局人権擁護課

特設人権なんでも
相談所
h人権施策課
　f（25）8524

11月９日（水）
　13時～16時

市役所本庁
１階会議室

　毎日の生活の中で、差別やいじめなど人権に関わる問
題で悩んでいませんか？　ひとりで悩まずに、人権擁護
委員にご相談ください。

消費生活出張相談

h生活相談課
　f（25）8125

11月14日（月）
　13時30分～
　　16時30分

今津支所

　消費者と事業者との契約に関することでお困りのこと
や、消費生活に関してわからないことなど、消費生活相
談員がご相談をお受けします。お気軽にご相談ください。
※この日に限らず、平日は市役所本庁で消費生活相談窓
　口を開設しています。

地区別行政相談
h生活相談課
　f（25）8125

11月18日（金）
　13時～16時
（受付）15時まで

高島公民館
（アイリッシュ
パーク）

　国・県・市の行政に関する相談を、行政相談員がお受
けします。

多重債務者
無料相談会
h生活相談課
　f（25）8125

11月19日（土）
　13時～17時

今津東コミュニ
ティセンター

　借金問題でお困りではないですか？　弁護士が相談を
お受けし、問題解決のための助言を行います。
▼相談時間　一人１時間以内
▼定　　員　４人（申込順）　※要予約

農業経営何でも
相談会
h高島地域農業センター
　f（22）3178

11月25日（金）
　10時～16時

マキノ町農協
本店

　農業経営に関する悩みや相談ごとにお答えする農業経
営何でも相談会を開催します。
　今月は「農業技術の改善」「各種施策の活用に向けた
相談」「融資に関する相談」を中心に開催します。お気
軽にご相談ください。
※要予約（11月18日（金）まで）

税理士による無料
税務相談会
h今津納税協会
　f（22）3733

12月３日（土）
　13時30分～
　　16時30分

今津東コミュニ
ティセンター

　所得税、法人税、消費税に関する悩み、商売を始めら
れたときの税に関する手続き、相続や生前贈与に関する
税金の相談など、お気軽にご相談ください。
▼定員　６人（申込順）※要予約（予約時間９時～17時）

オストメイトの
地域相談会
h日本オストミー協会
　　滋賀県支部（谷口さん）
 　f077（562）1773

11月26日（土）
　13時30分～
　　15時30分

彦根勤労福祉
会館
（彦根市大東町
4-28）

　オストメイト（病気等が原因で、人工ぼうこう、人工
肛門を持つ方）と、その家族を対象に地域相談会を行い
ます。
▼講演　「ストーマケアの基本とスキンケア」



映画「春との旅」上映会

10時30分　上映

　北海道から東北・宮城へ－
　疎遠になった家族を巡る、旅のゆくえ。
　ある日、突然ひとりの老人が家を捨て
た。孫娘、春があとを追った・・・。

全席自由

【監督】小林政広
【出演】仲代達矢、徳永えり
　　　  大滝秀治、菅井きん
  　　　小林薫、田中裕子
　　     淡島千景ほか
【内容】日本語字幕付。
　　　 134分。
　　　 35mmフィルム。

高島市さとやま劇場
高島市民会館

13時30分　開演
　３年に一度開催している市民文化の
祭典「高島市さとやま劇場」。３回目
となる今回の見どころは、ふるさと唄
を合唱で上演する初の試み、２地域の
高島音頭の上演、市内和太鼓３団体に
よる共演のほか、公募した詩をもとに
制作したオリジナル合唱曲を吹奏楽伴
奏で初演します！

全席自由
13時30分　開演

14時 上映
２回上映
（各回入れ替え制）

高島市民文化の祭典

全席自由

一律５００円

♪

♬

！ 高島市文化ホールからのお知らせ ●藤樹の里文化芸術会館
●ガリバーホール
●今津東コミュニティセンター

★いずれもホールのみ貸し出し停止
【閉館期間】平成24年1月～2月末日

　次の施設は、老朽化した設備等の改修を行うため、ホールを
しばらく利用できません。ご利用の皆さんにはご迷惑をおかけ
しますが、ご理解とご協力をお願いします。
★なお、高島市民会館とやまびこ館は開館していますので、ご
　利用ください。

ガリバーホール

11/19土 　市内中学生以下の「こ
どもピアニスト」たちが、
ガリバーホールの最高の
音響空間で、世界的に有
名なピアノ、スタインウ
ェイを演奏します。

だれでもピアニストコンサート

全席自由

無料

やまびこ館文化講演会

講師　宮崎総一郎
　　　（滋賀医科大学
　　　　　特任教授）

「良い眠り 3つの習慣」

13時30分　開演

（未就学児無料）
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文化情報を紹介するコーナーです。
皆さんの情報などを藤樹の里文化芸術会館（f32-2461）までお寄せください。
締め切りは毎月25日です。

湖西地域の文化情報

　h今津町舟橋2-8-10　f（22）1414鑑 賞 無 料火・休

ギャラリー Cafe Cozy

11/3木～27日

11/3木 鑑 賞 無 料 　h安曇川町田中426　f（32）0150
9時30分～16時30分

ギャラリー 藤乃井
11/25金～30水

10時～17時
11/26土～12/4日

「四季おりおり」ギャラリー 散歩路
み ち

鑑 賞 無 料火・休
　h今津町今津1589-1
　　　f080（6182）1516

観覧無料

高島歴史民俗資料館

　h高島歴史民俗資料館　f（36）1553
入 館 無 料月・火・祝日

  　  休

●企画展

山と湖
うみ

の生活文化を伝える

マキノ資料館

●常設展示

入 館 無 料月・火・祝日
  　  休 　hマキノ資料館　f（27）1484

朽木資料館

　h朽木資料館　f（38）2339

木地師関連資料と陣屋跡、
朽木氏関係文書を展示

朽木の生活文化を伝える
●常設展示

９時～16時30分
常設展示

入 館 無 料月・火・祝日
  　  休

　hガリバーホール
　　f（36）0219

　hガリバーホール　f（36）0219

　h藤樹の里文化芸術会館　f（32）2461

やまびこ館

12/3土

一　　　般 1,0００円
高校生以下 3００円

ガリバーホール

11/5土

一　　　般 1,0００円
中学生以下 8００円
（当日2００円増）

11/27日

h
健
康
推
進
課　

f（
２
５
）８
０
７
８

障
害
福
祉
課　

f（
２
５
）８
５
１
６

（ＣＡＧＥテスト）

常設展示

　hガリバーホール　f（36）0219

全席指定
14時　開演

ガリバーホール

12/18日

一　　　般 2,0００円
高校生以下 1,0００円

　hガリバーホール　f（36）0219

11月3日は開館

11月3日は開館

11月3日は開館

　福本我們水彩画教室グループ展

※この事業は宝くじの
助成金で実施するも
のです。

９時～16時30分

９時～16時30分

【企画展】

11/2水 ～12/11日

「手づくり市inたかしま」
10時～16時 ※雨天の場合は店内で開催

※最終日　17時まで

「さをり織り展」

10時～22時
西田昌江と仲間たち

「刺繍とバードカービング  
  二人展 」

森捷男・照美

描かれた冥界の王たち
～宝幢院・地蔵十王図特別公開～

●紹介コーナー

鴨稲荷山古墳・鴨遺跡・大溝城を調べる
●常設展示
鴨　遺跡再現

鴨稲荷山古墳と鴨遺跡・大溝城跡から
出土した考古資料を中心に展示

▼出　演
　川井郁子（ヴァイオリン）
　東京ニューシティ室内
　管弦楽団
※未就学児の同伴・入場はご遠
　慮ください。

宝くじ文化公演
「ザ・ヴァイオリン・ミューズ
   川井郁子 名曲紀行」

《主催》高島市・高島市教育委員会・
　　　　滋賀県・ （財）自治総合センター

（当日５００円増）

※宝くじの助成により
　特別料金となってい
　ます。

高
島
か
ら
自
殺
を
な
く
す
た
め
に

話
し
て
く
だ
さ
い

　
　

あ
な
た
の
悩
み

滋賀県労働相談所（大津市）

　
「
話
を
聞
い
て
も
ら
っ
て
、
心
が
ス
ー
ッ
と
し
た
」
と
い
う

経
験
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？　

誰
か
に
話
を
聞
い
て
も
ら
う
こ
と

は
効
果
的
な
ス
ト
レ
ス
解
消
に
な
り
ま
す
。
自
分
の
素
直
な
気

持
ち
を
話
す
こ
と
で
考
え
や
気
持
ち
が
整
理
で
き
、
孤
独
感
が

和
ら
ぎ
ま
す
。

　

心
や
体
の
悩
み
の
相
談
以
外
に
も
次
の
よ
う
な
相
談
窓
口
が

あ
り
ま
す
。
あ
な
た
が
悩
み
や
つ
ら
い
気
持
ち
を
抱
え
て
い
る

な
ら
、
ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で
誰
か
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

解
決
の
糸
口
が
見
つ
か
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

f０１２０（９６）７１６４

○月～金（平日）８時30分～17時
離職を余儀なくされた方の生活の安定と再就職を支援する
ための相談 

滋賀県求職者総合支援センター（大津市）

○祝日・年末年始を除く毎日　９時15分～16時
販売方法に関する疑問、販売契約や解約のトラブルに関す
る相談、商品の選び方、買い方など消費生活に関する相談

滋賀県消費生活センター（彦根市）

法テラス滋賀（大津市）

しが中小企業金融緊急ホットライン（大津市）

滋賀県断酒同友会（守山市）

ＮＰＯ法人　ＡＡ滋賀（大津市）

びわこダルク（大津市）

男女共同参画室総合相談（近江八幡市）

滋賀県中央子ども家庭相談センター（草津市）

ＮＰＯ法人　おうみ犯罪被害者支援センター（大津市）

法テラス犯罪被害者支援ダイヤル（大津市）

ＮＰＯ法人　交通事故サポートプログラム滋賀（栗東市）

○月～金（平日）９時～16時
弁護士、司法書士に依頼する費用の相談

○月～金（平日）８時30分～17時15分
中小企業経営者の資金繰りの相談 

酒害体験と自分自身を率直に語り、聴き、お酒をやめ続け
るためのアルコール依存症者の集まり（高島支部あり）  

お酒を飲まないで生きていきたいという願いを持っている
アルコール依存症者の集まり 

○月～土　９時～17時
薬物依存症の本人および家族の相談、ミーティングの開催 

○月～土　10時～22時
交通事故被害者が正当な補償を受けられるよう無料相談会
や座談会の実施、専門家の紹介など

○月～金　９時～21時、土　９時～17時
犯罪被害者支援に精通している弁護士や専門窓口の紹介、
各種情報の提供

○月～金（平日）10時～16時
犯罪被害者やその周囲の方からの相談
（被害届等の提出の有無は問いません）

○年末年始・土・日・祝日を除く
　８時30分～17時15分

○火・水・金・土・日　９時～12時、13時～17時
　木　９時～12時、17時～20時30分
ＤＶ、家族関係、ストーカー等に関する相談 

凪の会おうみ（草津市）

○月～金　９時～16時
自死で大切な人を亡くした方の分かち合いのつどい
　事務局：滋賀県精神保健福祉センター 

○月～金（平日）10時～20時
　　ただし、祝日の場合は17時～20時
　土・日　10時～16時
解雇・労働条件・配置転換・賃下げなど、労働問題に関　
するあらゆる分野の相談 

　　家　庭

　　被　害

　　仕　事

　　酒・薬物

　　その他

f０７７（５２１）５４２１

f０７７（５２８）３７１４

f０７７（５８３）４７４１

f０９０（３３５４）０８５０

f０７７（５２１）２９４４

f０７４９（２３）０９９９

f０５０（３３８３）５４５４

f０７７（５６７）５０１０

f０７４８（３７）８７３９

f０７７（５６２）１１２１

f０７７（５２５）８１０３

f０５７０（０７９）７１４

f０５０（１４７７）２０８７



BOOK INFORMATION
そうだ

図書館に

行こう♪

そうだ

図書館に

行こう♪

11 月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30
火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水

今 津 図 書 館
f(22)3827 休 話 休 話 休 休 話

安曇川図書館
f(32)4711 休 話 休 小映 休 話 休 休

マキノ図書館
f(27)0350 休 休 休 休 休 話 休 休 休 休

朽木図書サロン
f(38)2324 休 休 休 休 話 休 休 休 休 休 休 休

新 旭 図 書 室
f(25)2811 休 休 休 話 休 休 話 休 休 休 休 休 休

高 島 図 書 室
f(36)2160 休 休 休 休 休 話 休 休 休 休

開館日カレンダー▼貸出延長や予約はこちらまでご連絡ください。

11月

小映 は子ども映画会。 話 はおはなし会です。時間や内容など詳しくは各図書館へお問い合わせください。
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平成23年９月末現在

●人　口

男
女　

●世帯数

・前 月 人 口
・前年同月人口

の動き（人口と世帯）

氏　名 性別 生年月日 ところ
  マ　キ　ノ
射
い

庭
ば

大
や ま と

和 男 8月23日 小荒路

平
ひ ら い

井 郁
ふ み や

矢 男 9月11日 蛭 口

畠
は た な か

中 優
ゆ う な

奈 女 9月14日 沢

鈴
す ず き

木 琴
こ と ね

音 女 9月18日 高木浜

磯
い そ の

野 彪
ひ ゅ う が

雅 男 9月23日 海 津

中
な か じ ま

島 あ い 女 9月25日 知 内

  今　　　津
鷲
す

見
み

夏
な つ き

希 女 8月20日 松陽台

西
に し か わ

川 來
ら

良
ら
女 8月29日 松陽台

大
お お む ら

村 ゆ り 女 9月 5日 住 吉

氏　名 性別 生年月日 ところ

岸
き し が み

上 朋
と も き

樹 男 9月 7日 南新保

井
い の う え

上 紗
さ

來
ら
女 9 月 8日 南新保

岡
お か も と

本 　 大
だい
男 9 月 9日 上弘部

鈴
す ず き

木 來
ら

夢
む
女 9月12日 福 岡

  新　　　旭
梅
う め の

野 冴
さ え か

花 女 8月25日 旭

江
え む ら

村 心
こ こ は

花 女 8月30日 北 畑

渡
わ た な べ

邊 十
と

希
き
男 9 月 6日 深 溝

清
し み ず

水 心
こ こ は

華 女 9月12日 安井川

阪
ば ん ど う

東 琉
り

央
お
男 9月13日 旭

横
よ こ い

井 　 彩
あや
女 9月17日 新 庄

氏　名 性別 生年月日 ところ

兼
か ね こ

子　慎
しんじろう

二郎 男 9月26日 藁 園

  安　曇　川
上
う え だ

田　新
しんじろう

次郎 男 9月11日 田 中

足
あ だ ち

立 愛
い ち か

華 女 9月16日 中 央

小
こ じ ま

島 冬
ふ ゆ か

華 女 9月20日 下小川

田
た む ら

村 梨
り 　 さ

紗 女 9月23日 西万木

  高　　　島
横
よ こ た

田 悠
ゆ う せ い

生 男 8月23日 勝 野

  朽　　　木
坂
さ か い だ

井田　穂
ほ の か

香 女 8月29日 市 場

青
あ お き

木 陽
は る ま

真 男 9月14日 荒 川

謹んでお悔やみ申し上げます（死亡）
氏　名 性別 年齢 ところ

  マ　キ　ノ
井
い か わ

川 イ ト 女 87 大 沼

國
く に と も

友 敏
と し こ

子 女 85 沢

沢
さ わ は ら

𠩤 ふ み 女 79 下

前
ま え が わ

川 た じ 女 99 大 沼

  今　　　津
石
い し だ

田 清
き よ し げ

重 男 85 梅 原

岩
い わ ぶ ち

渕 和
か ず こ

子 女 78 保 坂

木
き の し た

下 　 榮
さかえ

男 89 今 津

木
き の し た

下 さ ん 女 93 今 津

林
はやし

初
はつ

女 75 南新保

平
ひ ら し た

下 雄
ゆ う い ち

一 男 87 日置前

堀
ほ り い

井 た み 女 96 今 津

松
ま つ も と

本 シ ズ 女 83 日置前

山
や ま か わ

川　ヨシヱ 女 94 弘 川

人

平成23年9月30日までの届出分（敬称略）

本ページの掲載情報は、個人情報保護の観点から承諾をいただいた方のみ掲載しています。

- - - 53,451人（　-41）
- - - - - - - - - - - - - 53,410人

氏　名 性別 年齢 ところ
  新　　　旭
多
た 　 ご

胡 末
す え の

乃 女 93 新 庄

春
は る や ま

山 康
や す お

男 男 63 新 庄

平
ひ ら い

井 義
よ し ひ こ

彦 男 67 太 田

本
ほんじょう

庄
き い ち

一 男 77 藁 園

  安　曇　川
青
あ お や ま

山 博
ひ ろ し

司 男 66 青 柳

柿
か き も と

本 ふ さ 女 83 上古賀

岸
きし

　 は
は

ま 女 93 西万木

駒
こ ま い

井 み と 女 91 北船木

駒
こ ま い

井　龍
りゅうたろう

太郎 男 87 北船木

白
し ら ふ じ

藤 き の 女 95 田 中

提
だ い な か

中 正
ま さ お

男 男 88 川 島

中
な か む ら

村 君
き み え

江 女 84 田 中

早
は や ふ じ

藤 一
か ず よ し

義 男 82 四津川

氏　名 性別 年齢 ところ

藤
ふ じ た

田 さ や 女 98 四津川

山
や ま の

野　源
げんいちろう

一郎 男 92 青 柳

横
よ こ た

田 静
し ず え

枝 女 86 五番領

𠮷
よ し も と

本 　 勤
つとむ

男 75 北船木

  高　　　島
堅
か た た

田 　 修
おさむ

男 85 鴨

澤
さ わ い

井 米
よ ね か ず

一 男 80 鹿ヶ瀬

谷
た に ぐ ち

口 　 喬
たかし

男 85 武曽横山

廣
ひ ろ べ

部 勇
ゆ う ぞ う

藏 男 78 武曽横山

萬
ゆ る ぎ

木 　 勝
まさる

男 75 勝 野

  朽　　　木
鳥
と り も と

本 林
り ん ぞ う

藏 男 91 宮前坊

中
な か た け

竹 鶴
つ る い ち

市 男 78 荒 川

橋
は し も と

本 一
か ず と

人 男 55 野 尻

たかしま
　  の
人の動き

項　目 期　別 納期限
固 定 資 産 税　 第4期

11月30日
国民健康保険税（普通徴収） 第8期
介 護 保 険 料（普通徴収） 第8期
後期高齢者医療保険料（普通徴収） 第5期

▼窓口延長業務（午後８時まで）を行っています。
市役所本庁・朽木支所 マキノ支所 安曇川支所
高島支所 今津支所

月

納付のお知らせ11月 ■納期限までに納めましょう。納期限までに
納付されない場合は、督促手数料や延滞金
が加算されることになります。
■口座振替の方は預貯金残高の確認をお願い
します。

税・介護保険料・後期高齢者医療保険料

火 水
木 金

- - - 53,893人（-483）
- - - - - - - - - - - - - 26,018人
- - - - - - - - - - - - - 27,392人
- - - - - - - - - - - - - 19,837世帯

窓口だより
今津図書館

新
着
・
新
刊
案
内
は
、
各
図
書
館
で
の
掲
示
、
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

  

図書館利用者のオススメ
の一冊を、本の感想とあ
わせてご紹介します。

オススメの一冊私
の

　2011年３月11日の東日本大震災は人々の生命と
財産、地域社会までも奪い、先の見えない現実である。
1995年１月17日夜明け前、兵庫県南部を襲った阪
神淡路大震災、今尚悲しみは消えることはない。二人
の子どもを失った家庭に生まれた少年は、亡くなった
兄のランドセルを背負って通学している。成長してい
く子と一家の15年間を描いた児童向けの読み物。感
情を入れすぎず淡々と書かれているところに想像が走
り、こみあげるものがある。著者城島充は、高島市で
生まれ育った若手である。次回作品も楽しみにしたい。
 （高島市永田　白崎和子さん）

城島充／著（講談社）『にいちゃんのランドセル』

お誕生おめでとう！（出生）

『救命   東日本大震災、医師たちの奮闘』
海堂尊／監（新潮社）

　生と死を分けた凄絶
な現場を初めて語る、
感動のドキュメント。

『歩いて楽しむ近江琵琶湖若狭』

　地元滋賀県も見どこ
ろいっぱい。１コ－ス
徒歩３時間以内のおさ
んぽなので、お天気の
いい日にぜひどうぞ！
外の空気を吸って心も
身体もリフレッシュ。

（ＪＴＢパブリッシング）

『ディズニ－消しゴムはんこ図案集』

　かわいいディズニ－
のキャラクタ－はんこ
が自分で作れちゃう。
友達への手紙に、手持
ちのハンカチにひと工
夫・・など、使い方次
第でいろいろ楽しめま
す。

（ブティック社）

稲垣栄洋／著（東京堂出版）

　何気なく口ずさんで
きた童謡・唱歌の歌詞
には、不思議に思える
こともたくさんある。
その謎をひも解く一
冊。改めて童謡・唱歌
の豊かな世界を味わえ
ます。

『赤とんぼはなぜ竿
さお

の先にとまるのか？
童謡・唱歌を科学する』 ◆エントランス展示

　「時を越え今に生きる巨木たち」
【期間】展示中～30日（水）
◆展示「地域資料展」
【期間】展示中～７日（月）

【日時】11日（金）14時～15時
◆かけはし「朗読会」

【日時】６日（日）
 13時30分～15時30分

◆講座「湖岸の歴史と人々の暮らし」

【日時】６日（日）
 10時30分～11時30分

◆子どもブッククラブ(木の実の話）

【日時】26日（土）
 10時30分～11時30分

◆人形劇団あっぷりけ公演

「時を越え今に生きる巨木たち」

講座「湖岸の歴史と人々の暮らし」
 10時30分～11時30分

子どもブッククラブ(木の実の話）

◆人形劇団あっぷりけ公演

日時　19日（土）1
3時30分～15時

場所　今津図書館

講師　貴瀬　正子さ
ん（大阪新児童文学会会

員）

対象　一般　★参
加無料

日時　19日（土）1
3時30分～15時

「子どもの読書」講
座

うちどく（家読）
のススメ

児童書の魅力あれ
これ

▼日時　12月４日（日）13時～16時
▼会場　安曇川図書館
　　　　視聴覚室ほか
▼内容　人形劇、子どもバザー、
　　　　パネルシアター　など
　h安曇川図書館

　各図書館（室）で、保存期限を
過ぎた雑誌を先着順にお譲りしま
す。（取り置きはしていません）
▼日時　11月５日（土）
 10時～なくなるまで

今年も雑誌をお譲りします！ 第20回　あどがわ図書館まつり

8
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編集者のつぶやき
　暑かった夏も過ぎ去り、ぐっと涼し
い秋になりました。秋には、スポーツ
の秋、食欲の秋、収穫の秋などいろい
ろな楽しみがありますね。皆さんどん
な秋をお過ごしでしょうか。表紙には、
「収穫の秋」ということで、さくら園
の園児が、地元農家さんたちの指導
のもと、芋ほりをしているようすをパ
シャリ。ちびっこたちは、大きなイモ
を収穫し、「重い～」と言いながらも
大満足の様子でした。　　（広報担当S）

　

饗
庭
野
の
南
東
部
に
位
置
す
る
清
水
山

城
は
、
全
国
的
に
貴
重
な
遺
跡
と
し
て
、

山
城
・
屋
敷
・
館
の
範
囲
が
国
の
史
跡
に

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

城
の
南
方
に
は
、
湖
西
最
大
の
河
川
で

あ
り
、
水
運
に
重
要
視
さ
れ
た
安
曇
川
が

流
れ
て
い
ま
す
。
一
方
、
山さ

ん
ろ
く麓

に
は
、
主

要
な
道
で
あ
る
西
近
江
路
が
南
北
に
縦

じ
ゅ
う
だ
ん断

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
西
近
江
路
に
沿
っ
て
清
水
山
城
下

の
集
落
が
営
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
城
下
の
一
番
北
端
に
位
置
す
る

集
落
が
「
今
市
」
で
す
。
明
治
６
年
の

地ち
せ
き
ず

籍
図
を
見
る
と
、
道
に
面
し
て
間
口
の

狭
い
「
短た

ん
ざ
く冊
形
」
の
土
地
が
連
続
し
て
な

ら
び
、
市
場
の
町
な
み
を
想
像
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。（
左
上
写
真
）

　
「
今
市
」
は
、
そ
の
名
称
な
ど
か
ら
清
水

山
城
主　

佐
々
木
越
中
氏
に
よ
っ
て
「
新

し
く
つ
く
ら
れ
た
市
」
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

の
ち
に
織お

だ
の
ぶ
ず
み

田
信
澄
（
信
長
の
甥
）
が
築

く
大
溝
城
下
町
に
は
、
新
庄
町
・
南
市
町
・

今
市
町
の
地
名
が
見
ら
れ
、
城
下
町
が
つ

く
ら
れ
る
に
あ
た
っ
て
、
高
島
郡
内
の
町

場
が
移
転
さ
れ
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

新
庄
町
は
新
庄

城
下
の
町
場
、

南
市
町
は
安
曇

川
南
岸
の
田
中

の
町
場
、
今
市

町
は
清
水
山
城

下
の
町
場
で
あ

る
「
今
市
」
と

考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
「
今
市
」
は

戦
国
時
代
末
に

は
大
溝
城
下
町
に
招し

ょ
う
ら
い来さ

れ
る
ほ
ど
発
展
し

た
町
場
に
な
っ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
「
平
井
」
は
、
今
市
の
南
に
位
置
し
、
清

水
山
城
へ
の
大
手
道
が
西
近
江
路
と
交こ

う
さ
く錯

す

る
地
点
に
あ
た
り
ま
す
。
地
元
に
は
、
佐
々

木
越
中
氏
の
家
臣
で
あ
っ
た
八
田
氏
が
居

き
ょ
じ
ゅ
う住

し
て
い
た
と
す
る
伝
承
が
残
っ
て
い
ま
す
。

明
治
６
年
の
地
籍
図
に
は
、
西
近
江
路
と
大

手
道
に
沿
っ
て
ブ
ロ
ッ
ク
型
の
土
地
が
見
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、
武
家
屋
敷
群
が
存
在
し
た

の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
井
の
南
に
位
置
す
る
「
安
養
寺
」
の
集

落
は
、
清
水
山
屋
敷
地
の
「
地
蔵
谷
」
に
あ

り
、
織
田
信
長
の
高
島
郡
攻
略
の
時
に
、
清

水
山
か
ら
現
在
地
に
移
転
し
た
と
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
「
川
原
市
」
は
、
西
近
江
路
が
安
曇
川
を

渡
る
地
点
の
北
側
に
位
置
し
、
す
で
に
、
応

永
34
年
（
１
４
２
７
）
に
書
か
れ
た
『
宋そ

う
が雅

道
す
が
ら
之
記
』に
そ
の
名
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

集
落
に
あ
る
妙み

ょ
う
き
ょ
う
じ

敬
寺
は
、
佐
々
木
氏
の
一

族
が
建
立
し
た
と
伝
え
ら
れ
、
境
内
に
は

佐
々
木
高
信
の
墓
と
伝
え
ら
れ
る
五ご

り
ん
と
う

輪
塔
が

残
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
七
川
祭
に
お
け
る

「
神み

ご

く
御
供
の
式
」
で
は
、
佐
々
木
氏
お
か
か

え
の
鍛か

じ冶
の
子
孫
と
さ
れ
る「
河
原
市
鍛
冶
」

の
岡
田
一
族
が
正
座
し
ま
す
。（
右
下
写
真
）

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
「
川
原
市
」
は
、
鎌

倉
時
代
よ
り
佐
々
木
氏
と
密
接
な
関
係
に
あ

り
、
佐
々
木
氏
直
属
の
職
人
集
団
が
存
在
し

た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

清
水
山
城
の
城
下
は
、
国
内
の
城
下
町
が

ど
の
よ
う
に
形
づ
く
ら
れ
て
い
っ
た
か
、
そ

の
過
程
を
知
る
上
で
、
そ
の
初
期
段
階
の
事

例
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

h
文
化
財
課　

f（
３
２
）４
４
６
７

清
水
山
城
と
城
下

▲明治6年　今市村絵図

▲七川祭　神御供の式


